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　　17:00～　　　    夏の夜市(キッチンカーなど)

　  17:40～18:50　 灯籠神輿巡行

　　18:00～19:00　 太鼓演奏

　　18:00～　　　    灯籠曳航開始

　　19:00～19:30　 法要、ご詠歌、一般焼香

　　19:30～19:55　 太鼓演奏

　　20:00～20:45　 盆踊り、灯籠神輿巡行

　　20:45～21:00　 海上花火打上げ、太鼓演奏

-------タイムスケジュール-------

　
本
会
は
、
「
真
鶴
音
頭
」
「
岩
音
頭
」
を

多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
踊
り
継
い

で
も
ら
え
る
よ
う
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
初
の
試
み
と
し
て
、
７
月
に
「
盆

踊
り
練
習
会
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
小
さ
な

お
子
さ
ん
か
ら
大
人
ま
で
た
く
さ
ん
の
方
々

が
参
加
し
て
く
だ
さ
り
、
み
ん
な
で
楽
し
く

踊
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
真
鶴
音
頭
、
岩
音
頭
、
東
京
音

頭
、
炭
坑
節
、
ダ
ン
シ
ン
グ
ヒ
ー
ロ
ー
を
踊

り
ま
す
。

　
盆
踊
り
は
〝
誰
で
も
・
ど
こ
で
も
・
自
由

に
楽
し
め
る
〟
の
が
良
い
と
こ
ろ
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
上
手
に
踊
ろ
う
と
思
わ
な
い
で

大
丈
夫
で
す
。
当
日
は
音
頭
の
リ
ズ
ム
に
合

わ
せ
て
み
ん
な
で
楽
し
く
踊
り
ま
し
ょ
う
！

　
「
岩
囃
子
」
は
、
江
戸
時
代
に
石
材
業
で

交
流
の
あ
っ
た
東
京
方
面
の
石
工
職
に
よ
っ

て
伝
え
ら
れ
、
江
戸
囃
子
の
流
れ
を
く
む
も

の
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
会
は
、
昭
和
53
年
に
「
岩
囃
子
」
を
末

永
く
後
世
に
伝
え
よ
う
と
有
志
が
中
心
と
な

り
発
足
し
た
も
の
で
、
設
立
以
来
、
会
員
相

互
の
指
導
に
よ
り
練
習
を
重
ね
、
小
中
学
生

へ
の
指
導
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
た
と
え
、
就
職
な
ど
で
真
鶴
か
ら
離
れ
て

し
ま
っ
て
も
、
「
囃
子
(
ま
つ
り
)
が
あ
る

か
ら
真
鶴
に
帰
ろ
う
」
。
そ
ん
な
風
に
一
人

ひ
と
り
の
心
の
中
で
「
岩
囃
子
」
が
大
切
な

存
在
と
し
て
生
き
続
け
て
く
れ
た
ら
良
い
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
つ
り
の
最
後
に
は
、
囃
子
を
Ｂ
Ｇ
Ｍ
に

海
上
花
火
の
打
ち
上
げ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
！

　
八
成
會
の
神
輿
は
、
岩
兒
子
ま
つ
り
や
貴

船
ま
つ
り
の
神
輿
と
異
な
り
、
甚
句
(
じ
ん

く
)
を
謡
い
な
が
ら
そ
の
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ

て
担
ぐ
提
灯
神
輿
で
す
。

　
八
成
會
は
、
平
成
８
年
に
厄
年
(
42
歳
)

に
な
る
真
鶴
中
学
校
卒
業
の
同
級
生
に
よ
り

結
成
さ
れ
た
神
輿
の
団
体
で
す
。

　
そ
の
後
、
岩
海
岸
夏
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ

よ
う
と
、
地
域
の
皆
様
か
ら
提
灯
を
ご
寄
付

し
て
い
た
だ
き
、
神
輿
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
担
ぎ
手
も
地
元
の
神
輿
団
体
や
近
隣
市
町

の
方
々
の
協
力
に
よ
り
、
岩
ふ
れ
あ
い
館
下

か
ら
岩
海
岸
ま
で
、
一
生
懸
命
担
が
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
に
な
っ
て
く

だ
さ
い
。

神
輿
八
成
會

岩海岸夏まつり

日にち：８月３日(土)（予備日４日(日)）実施

場　所：岩海岸

問い合わせ　産業観光課　☎内線３３２

盆
踊
り

真
鶴
音
頭
・

岩
音
頭
保
存
会

祭
囃
子

岩
囃
子
保
存
会

　
昨
年
４
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
「
岩
海
岸
夏
ま
つ
り
」
が
今
年
も

開
催
さ
れ
ま
す
。

　
町
の
重
要
伝
統
文
化
行
事
で
あ
る
灯
籠
流
し
や
海
上
花
火
の
打
上
げ

な
ど
を
実
施
し
ま
す
。
祖
霊
供
養
・
家
内
安
全
・
商
売
繁
盛
・
世
界
平

和
な
ど
、
各
々
の
願
い
が
込
め
ら
れ
た
灯
籠
が
岩
海
岸
を
ゆ
っ
く
り
と

流
れ
て
い
く
様
子
は
情
緒
に
あ
ふ
れ
、
幻
想
的
な
雰
囲
気
を
味
わ
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
も
「
豊
漁
豊
作
祭
　
真
鶴
夏
色
ま
つ
り
」
を
同
時
開
催

し
ま
す
。

　
盆
踊
り
や
太
鼓
の
演
奏
、
夏
の
夜
市
と
い
っ
た
催
し
で
今
年
も
岩
海

岸
の
夏
を
盛
り
上
げ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

岩
海
岸
夏
ま
つ
り

実
行
委
員
会

　
今
号
で
は
、
「
岩
海
岸

夏
ま
つ
り
」
を
運
営
・
サ

ポ
ー
ト
す
る
各
団
体
の
皆

さ
ま
に
活
動
内
容
や
夏
ま

つ
り
に
対
す
る
思
い
を
伺

い
ま
し
た
。

　
岩
海
岸
夏
ま
つ
り
実
行

委
員
会
の
石
田
さ
ん
、
八

成
會
の
海
野
さ
ん
、
真
鶴

音
頭
・
岩
音
頭
保
存
会
の

森
会
長
、
岩
囃
子
保
存
会

の
朝
倉
さ
ん
、
ご
協
力
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
！

　
岩
海
岸
夏
ま
つ
り
は
、
岩
地
区
の
自
治
会

(
土
肥
道
自
治
会
、
岩
中
央
自
治
会
、
山
ゆ

り
自
治
会
)
を
中
心
に
岩
海
岸
夏
ま
つ
り
実

行
委
員
会
を
組
織
し
運
営
し
て
い
ま
す
。

　
見
ど
こ
ろ
は
、
５
０
０
基
の
灯
籠
が
船
に

引
か
れ
、
ゆ
っ
く
り
と
海
岸
を
進
ん
で
い
く

場
面
で
す
。
と
て
も
情
緒
が
あ
り
、
趣
深
い

情
景
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
鎮

魂
の
た
め
の
ご
詠
歌
や
嶺
南
仏
教
会
の
僧
侶

た
ち
に
よ
る
供
養
の
祈
り
が
捧
げ
ら
れ
る
場

面
も
厳
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
す
。

　
昨
年
度
か
ら
「
豊
漁
豊
作
祭
　
真
鶴
夏
色

ま
つ
り
」
と
の
同
時
開
催
と
し
、
夜
市
な
ど

「
夏
ま
つ
り
」
と
し
て
の
要
素
も
加
わ
り
、

こ
れ
ま
で
よ
り
も
多
く
の
方
に
ご
来
場
い
た

だ
け
ま
し
た
！

　
こ
れ
か
ら
も
、
町
の

重
要
伝
統
文
化
行
事
を

継
承
し
て
い
く
役
割
は

も
ち
ろ
ん
、
多
く
の
方

に
愛
さ
れ
、
大
事
に
守

ら
れ
る
「
夏
ま
つ
り
」

を
実
施
し
続
け
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

灯
籠
流
し
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外国人(がいこくじん) に向(む)けた わかり

やすい 日本語(にほんご) のページです。

やさしい 日本語(にほんご)で いろいろな

情報(じょうほう) を おつたえします。

第９回

　台風（たいふう）が　多（おお）い　季節（きせつ）に　なりました。

真鶴（まなづる）は　山（やま）と　海（うみ）が　ある　町（まち）です。台風（たいふう）に　しっかり　備（そな）えましょう。

１.　台風（たいふう）が　来（く）る　前（まえ）に　「準備（じゅんび）する　物（もの）」を　確認（かくにん）する

【翻訳】まなづる国際交流協会

やさしい
日本語 「台風の季節がやってきた」

た  い   ふ  う き       せ  つ

２.　台風（たいふう）が　来（く）る　前（まえ）に　「避難場所（ひなんばしょ）」を　確認（かくにん）する

３.　台風（たいふう）が　来（き）たら　気（き）を　つける

５.　町（まち）の　スピーカーから　避難指示（ひなんしじ）が　聞（き）こえたら　避難（ひなん）する

６.　台風（たいふう）の　情報（じょうほう）を　集（あつ）める

●第（だい）５回（かい）　やさしい　日本語（にほんご） 　「災害（さいがい）の　ために　準備（じゅんび）する  物（もの）」 

　（下記二次元コード）  を　もう　一度（いちど）　読（よ）む。

●足（た）りない　ものが　ないか　確認（かくにん）する。　足（た）りない　ときは　追加（ついか）　する。

●第（だい）３回（かい） やさしい　日本語（にほんご）　「地震（じしん）や　津波（つなみ）の　とき、どこに　逃（に）げる？」

　（下記二次元コード）を　もう　一度（いちど）　読（よ）む。

●避難（ひなん）する　場所（ばしょ）を　家族（かぞく）で　確認（かくにん）する。

●台風（たいふう）が　来（く）ると　風（かぜ）が　強（つよ）く　なり、　雨（あめ）が　たくさん　ふる。

●風（かぜ）で　物（もの）が　飛（と）んで　きたり、　木（き）や　電柱（でんちゅう）が　たおれる　ことが　ある。

●雨（あめ）が　たくさん　ふると　川（かわ）の　水（みず）が　あふれる　ことが　ある。

●家（いえ）の　外（そと）は　危険（きけん）が　いっぱい。　できるだけ　家（いえ）の中（なか）に　いる。

●家族（かぞく）みんなで　避難場所（ひなんばしょ）に　すぐに　避難（ひなん）する。

●テレビや　ラジオの　ニュース

●気象庁（きしょうちょう）の　ホームページ（https://www.jma.go.jp/jma/index.html）

●町（まち）の　放送（ほうそう）や　防災（ぼうさい）メール

やさしい日本語の

バックナンバーはこちらから

真鶴町お知らせメールの

登録はこちら

気象庁

ホームページ

４.　真鶴町（まなづるまち）の　とくちょうを　考（かんが）えて　行動（こうどう）する

山（やま）が　近（ちか）くて　坂（さか）

が　多（おお）い

海（うみ）が　近（ちか）い

交通（こうつう）は　車（くるま）と　

電車（でんしゃ）

とくちょう きけん こうどう

たくさんの　水（みず）と　土砂（どしゃ）が、

川（かわ）や　坂（さか）を　流（なが）れる。

波（なみ）が　大（おお）きく　なる。

道路（どうろ）が　通（とお）れない。　

電車（でんしゃ）が　とまる。

川（かわ）に　近（ちか）づかない。　

道（みち）を　歩（ある）く　ときは　よく　

気（き）を　つける。

海（うみ）に　近（ちか）づかない。

出（で）かけない。早（はや）く家（いえ）に

帰（かえ）る。

連

　載

～教育は人づくり、人づくりはまちづくり、まちの未来づくり～

２０２４年度 第１回「教育を語り合う会」を開催しました！

～教育は人づくり、人づくりはまちづくり、まちの未来づくり～

２０２４年度 第１回「教育を語り合う会」を開催しました！

　真鶴町教育委員会では、「素晴らしい一貫教育校を真鶴町民みんなの力で」を合言葉に、将来の学校や教育について
町民みんなで話し合う場として、昨年度から「教育を語り合う会」を開催しています。今年度第１回目は６月15日(土)、
42名の方々の参加（９グループ編成）のもと、社会教育主事有資格者である塩田指導主事の進行で、町民センター３階
の講堂を会場に行われました。今回のワークショップのテーマは、「みんなが使う空間、『どんな工夫』ができるか
な︖」でした。塩田指導主事からは、全国各地の工夫された学校施設が画像を使って紹介され、イメージを膨らませた
参加者の皆さんからは、たくさんの意見や要望が出されました。これから、
学校建設準備委員会を中心に、そのいくつかを新たな学校の基本構想・基本
計画に盛り込んでいくことになります。それでは、今回のワークショップで
話し合われた主な内容を紹介します。　

トイレ

●風通しのよいトイレ　●男女とも個室　●鏡のあるトイレ
●臭いがこもらない設計　●ジェンダーレストイレ
●掃除のしやすいトイレ　●物を置けるスペース
●サンダルに履き替えなくていいトイレ　●バリアフリー

学校図書館

●窓が多く光が差し込む図書館　●ゆったり読める工夫
●好きな姿勢で読める　●地域の人も利用できる図書館
●自主学習ができる　●本好きな司書のいる図書館
●子ども目線に合わせた棚　●ＷＥＢ検索できる図書館

教室

●広い教室（個のスペース）
●明るい自然光が入る空間　
●可変性のある教室
●パーテーションで自由に区切る
●人数の増減に柔軟に対応できる
●専用のロッカー　●木のぬくもり 
●プロジェクターが投影できる黒板

ランチルーム 

●みんなで集まってランチルームで食べる　●地産地消
●地域の食堂としてのランチルーム　●選べるメニュー
●作った人の顔が見える　●災害時を想定　●テラス席
●音楽が流れているランチルーム　●カフェのような空間

屋上 

●安全を確保し自由に入れる　●ロマンチック　●菜園

昇降口 

●学校の顔となるような昇降口　●セキュリティを万全に
●絵とか作品の発表の場に　●裸足で遊んで足が洗える  
●ゆったりした大きさの靴箱　●靴のまま校内に入れる
●靴の出し入れで保護者に連絡が来る（見守り機能）

特別教室 

●先生のこだわりが詰まった教室　●町民も利用できる
●ちょっとした発表スペース　●プロの技を学べる教室
●災害時を見越し外から入れる調理室とランチルーム
●息抜きをしたい子どもがいられる場所

グラウンド 

●スペースの確保（200mトラック）　●水はけ
●低学年がゆったり遊べる場所が確保される
●緑地スペース　●木陰のあるグラウンド

 体育館・プール 

●冷暖房付き体育館　●シャワー・トイレ・更衣室
●安全に物が管理できる　●ネット環境　
●温水プール

職員室 

●先生方がほっとできるスペースの確保　●ＩＣＴ対応
●児童生徒が声をかけやすい職員室　●収納スペース
●先生たちが仲良くなれる職員室　●共有用電光掲示板

地域交流スペース・廊下・中庭等 
●コミュニティルーム　●体を動かしたくなる空間
●遊具やベンチのある中庭　●ビオトープ　●Wi-Fi

●就学前のお子さんからトイレの話題の際、「小便器はあった方が良い。理由は幼稚園
　の先生から教えてもらい、自分一人で出来るようになったことがうれしいから。」
　トイレは、自己達成感の表現の場でもあることに気付かされました。
●子どもがわくわくと行きたくなる学校は、地域の方も行きたくなる場になることが必
　要だと感じました。とても楽しく、あっという間の時間でした。
●新しい学校づくりという、とても可能性のあるプロジェクトにわくわくします。

●必ず「地域」がキーワードとして出てきます。地域と学校が手を取り合って協議するこ
　とで、地域が活性化するのだと改めて感じました。次回もぜひ参加したいと思います。
●自由なアイデアが変化をうむと思ってます。こういう場で出たアイデアを形にしていく
　ことが、よい学校を作ることになると思います。
●教育を語り合う会は、「こうしてほしい」と願いを言う場ではなく、語り合う中で、み
　んなの思いを一つにしていく場なのだと感じました。
●昨年度の語り合う会の結果が、学校建設委員会でどのように活かされている
　のか知りたい。

次回は、10月26日(土)9:30～11:30、町民センター3階講堂を予定しています。

問い合わせ　教育課教育総務係　☎内線４３７

詳細な内容はコチラから ➡

  終了後の振り返り（一部）

◆ワークショップテーマ「みんなが使う空間、『どんな工夫』ができるかな？」
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令和６年度定額減税補足給付金（調整給付）について
問い合わせ　福祉課　☎内線２３４

定額減税補足給付金（調整給付金）

〇給付対象者　　対象者には８月初旬に支給に関する確認書を送付します。

〇給付金の額　

令和６年１月１日に真鶴町に居住していた

合計所得金額が1,805万円以下である

令和６年分推計所得税額または令和６年度分個人住民税
所得割額の少なくとも一方から定額減税可能額を控除しきれない

令和６年度定額減税補足給付金（調整給付金）の対象と見込まれます

所得税、個人住民税所得割それぞれの定額減税可能額から、減税前の金額を引き、
控除不足額を算出します。

は い

は い

は い

給付金
の

対象外

〇給付金をかたった詐欺には、ご注意ください　

　町役場や税務署などの官公庁から、電話やメール、サイトなどによりＡＴＭ(現金自動預払
機)の操作を依頼すること、給付のために手数料の振込みを求めること、クレジットカードや
キャッシュカードの暗証番号を聞くことは絶対ありません。
　不審な電話やメール、郵便物等を受け取った場合は、警察署などにご相談ください。

〈定額減税可能額〉 所得税       本人・扶養親族（配偶者を含む）１人あたり３万円

                  個人住民税所得割 本人・扶養親族（配偶者を含む）１人あたり１万円

〈所得税〉 

〈個人住民税所得割〉 

〈調整給付金〉 

令和６年分推計所得税額
（定額減税前）

定額減税可能額
３万円×(本人＋扶養親族)

所得税控除不足額
(０より小さい場合は０)

定額減税可能額
１万円×(本人＋扶養親族)

令和６年度分個人住民税
所得割額（定額減税前）

住民税所得割控除不足額
(０より小さい場合は０)

所得税控除不足額
(０より小さい場合は０)

住民税所得割控除不足額
(０より小さい場合は０)

調整給付金支給額
(１万円未満切上げ)

－ ＝

－ ＝

＋ ＝

いいえ

いいえ

いいえ

６広報真鶴　2024年８月号広報真鶴　2024年８月号７ ◆真鶴町役場　代表電話番号　0465-68-1131◆

　犯罪などの悪いことをした人たちの立ち直りについてみんなで考え、犯罪など悪い
ことが起きない社会をつくろうという、全国で行われている運動です。
　安全・安心な地域を作るためには…地域で支える力「更生保護」が重要です。

　罪を犯した人が、罪を償い再出発をしようとする人たちの立ち直りを導き、助け、
再び犯罪や非行に陥るのを防ぐ仕組みです。

◀啓発物品

▲第74回 社会を明るくする運動ポスター

更生ペンギンのサラちゃんとホゴちゃん

“社会を明るくする運動”強化月間

“社会を明るくする運動”作文コンテスト

“社会を明るくする運動”ってなに︖

“更生保護”ってなに︖

～地域を見守り・支えるボランティア～

　保護司・更生保護女性会って知ってる？

～地域を見守り・支えるボランティア～

　保護司・更生保護女性会って知ってる？

保護司 更生保護女性会
女性の立場から、犯罪や非行の予防活動、

矯正施設への慰問（バーベキューやお花を

生ける）活動を行っています。

犯罪や非行により「保護観察」を受けること

になった人の生活を見守り様々な相談に応じ

ています。

　毎年７月は“社会を明るくする運動”の強
化月間および再犯防止啓発月間です。
　真鶴町保護司会・更生保護女性会では、
町内の小学校・中学校にパンフレット等と
一緒に啓発物品を届けています。

　どうすれば犯罪などの悪いことをなくすこ
とができるのか︖「犯罪のない地域社会づく
り」、「犯罪・非行をした人の立ち直り」等
をテーマにした作文を募集しています。
　応募できるのは、神奈川県下の小学校、中
学校に在学する児童・生徒です。
　詳しいことは、小学校・中学校の先生に
きいて夏休みにチャレンジしてください。

”社会を明るくする運動”について
もっと知りたい方は・・・
社会を明るくする運動ウェブサイト
をご覧ください。

　政府の「デフレ完全脱却のための総合経済対策」における物価高への支援として、令和６年

６月以降に行われる定額減税において、減税しきれないと見込まれる方に対して、控除不足分

を調整給付として支給します。

　定額減税可能額が、「令和６年分推計所得税額(令和５年分所得税額)」または「令和６年度

分個人住民税所得割額」を上回る方。

※所得税額と個人住民税所得割額ともに税額がない方については、調整給付金の対象外です。

問い合わせ　福祉課　☎内線２３５
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をテーマにした作文を募集しています。
　応募できるのは、神奈川県下の小学校、中
学校に在学する児童・生徒です。
　詳しいことは、小学校・中学校の先生に
きいて夏休みにチャレンジしてください。

”社会を明るくする運動”について
もっと知りたい方は・・・
社会を明るくする運動ウェブサイト
をご覧ください。
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◆　健診の種類

※１　40歳～74歳（昭和24年９月10日～昭和60年４月１日に生まれた方）
※２　75歳以上（昭和24年９月9日までに生まれた方）

　生活習慣病の危険因子であるメタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）と、その予備群の人を発見するために、

健康診査を実施します。今年度から無料で健診が受けられます！この健診を受診できる方は次のとおりです。

　なお、特定健康診査を受診された方は、その結果により特定保健指導の対象になります。

特定健康診査 後期高齢者健康診査

対象者
国民健康保険に加入している40歳～74
歳の方（※１）
(満75歳の誕生日の前日まで)

後期高齢者医療保険に加入している方
(※２)
(一部65歳～74歳の方を含みます)

健　診
料　金

健　診
項　目

受診券

持ち物 受診券・問診票・国民健康保険証
受診券・問診票・後期高齢者医療被保
険者証

問診・身体測定(身長・体重)・血圧測定・尿検査・肝機能検査・腎臓機能検査・
血糖検査・脂質検査・胸部レントゲン・医師の診察
『特定健康診査を受ける方は対象』心電図検査、腹囲測定
『追加項目(医師が必要と認めた方のみ対象)』心電図検査(後期高齢者健康診
査)・眼底検査・喀痰検査(喀痰指数(１日本数×年数)が600以上の方)

あり (別途送付)

自己負担なし

◆実施期間　　   

　 令和6年９月２日（月）～令和7年２月28日（金）

   月、金曜日（祝日除く)　

   ※外来の診察と並行して行うため、多少お待ちいただく

　　　場合があります。

◆会場・申込先

　 真鶴町国民健康保険診療所　☎0465-68-2191

◆申込方法

　 健診希望日1週間前までに電話でお申し込みください。

◆実施期間　　令和6年９月中旬

◆会　　　場　　真鶴町民センター

   ※詳細は広報９月号でお知らせします。

※健診データや問診票の結果は、健康づくりの推進に活用します。結果は統計情報として取り扱うため、

   個人情報が侵害されることはありません。

　　

□問い合わせ　健康長寿課 ☎内線227

 　おくら、きゅうりの旬は６月～９月で、夏バテ予防に
効果が期待できる食材です。今回は、ヨーグルトを
使ったさわやかなサラダのご紹介です。
　　美味しく食べて、暑い夏も元気に過ごしましょう。

旬の食材を食べよう！「おくら・きゅうり」

管理栄養士の健康レシピ

① おくらはさっとゆで、へたをとり、
　  １㎝の小口切りにする。
② きゅうりは１㎝角に切る。
③ マヨネーズ、ヨーグルトを混ぜ合わせ、
　   おくら、きゅうり、大豆水煮を和える。

「おくらと豆のヨーグルトサラダ」
◆材料　２人分
　  おくら　　　　　　
    きゅうり　　　　　
    大豆水煮　　　　
    マヨネーズ　　　　
    プレーンヨーグルト

德田管理栄養士

特定健康診査・後期高齢者健康診査

　今年度から無料で健診が受けられます！この機会に特定健康診査・後期高齢者健康診査を受けましょう！

◆ 住民健康診査（現在16～39歳で他の健康診査を受ける機会のない方）

◆ 個別健診

５本　　　　　
１本
４０ｇ
大さじ１と１/２
大さじ２

●おくらの栄養

　 ネバネバ成分であるペクチンやムチンなど水溶性の食物繊維を多く含んでいます。どちらも整腸作用があり、　
　　便秘の改善が期待できます。つるんとした口当たりで、食欲増進を助けます。
   ペクチンは粘性、吸着性があり、一緒に摂取した糖や脂肪の吸収をゆるやかにしてくれます。
   ムチンは胃の粘膜を保護したり、たんぱく質の消化吸収を助ける働きがあり、疲労回復を促します。

●きゅうりの栄養

   きゅうりには、体内にこもった熱を排出させる効果があります。
   βカロテンは抗酸化作用があり、皮膚や粘膜の健康維持に働きます。
   カリウムはナトリウムの排泄を手助けし、むくみ解消などに効果が期待できます。
   骨を健康にするために働くビタミンKも含んでいます。

作り方

　 生活習慣病は若い世代の方にとっても身近で深刻な問題です。自分自身の健康状態を把握して、疾病を予防する

ことによって、健やかな生活を送ることができます。

　 真鶴町では、町民全体の健康意識を高めるため、特定健康診査・後期高齢者健康診査の対象にならない方につい

て、無料で健康診査の機会を設けております。病気になる前に、健診を受けて生活習慣を振り返ってみましょう。

　　※社会保険等に加入している方は町での健康診査の対象外です。

　　　 ご自身が加入している健康保険組合が実施する健康診断を受診してください。

　　※実施期間、会場等は上記の特定健康診査、後期高齢者健康診査と同一で予定しています。

◆ 集団健診

血液検査があります。

　・午前受診の方は、前日の夕食後10時間以上は水以外の飲食物を控えてください。

　・午後受診の方は、当日の軽めの朝食後、水以外の飲食物を控えてください。

レントゲン撮影がありますので、ボタン・金具のない服装でお願いします。

　（ボタンのないＴシャツなどは着たまま撮影できます）

眼底検査（医師が必要を認めた方）は、コンタクトレンズを外して撮影します。

受診する前は、アルコールの摂取や過度の運動等を控えてください。

健診会場への車でのご来場はお控えください。

◆ 注意事項

１

２

３

４

５

１人分224kcal  塩分0.4g　野菜量70g

   問い合わせ

　健康長寿課

　☎内線２２７
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◆　健診の種類

※１　40歳～74歳（昭和24年９月10日～昭和60年４月１日に生まれた方）
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　生活習慣病の危険因子であるメタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）と、その予備群の人を発見するために、

健康診査を実施します。今年度から無料で健診が受けられます！この健診を受診できる方は次のとおりです。

　なお、特定健康診査を受診された方は、その結果により特定保健指導の対象になります。

特定健康診査 後期高齢者健康診査

対象者
国民健康保険に加入している40歳～74
歳の方（※１）
(満75歳の誕生日の前日まで)

後期高齢者医療保険に加入している方
(※２)
(一部65歳～74歳の方を含みます)

健　診
料　金

健　診
項　目

受診券

持ち物 受診券・問診票・国民健康保険証
受診券・問診票・後期高齢者医療被保
険者証

問診・身体測定(身長・体重)・血圧測定・尿検査・肝機能検査・腎臓機能検査・
血糖検査・脂質検査・胸部レントゲン・医師の診察
『特定健康診査を受ける方は対象』心電図検査、腹囲測定
『追加項目(医師が必要と認めた方のみ対象)』心電図検査(後期高齢者健康診
査)・眼底検査・喀痰検査(喀痰指数(１日本数×年数)が600以上の方)

あり (別途送付)

自己負担なし

◆実施期間　　   

　 令和6年９月２日（月）～令和7年２月28日（金）

   月、金曜日（祝日除く)　

   ※外来の診察と並行して行うため、多少お待ちいただく

　　　場合があります。

◆会場・申込先

　 真鶴町国民健康保険診療所　☎0465-68-2191

◆申込方法

　 健診希望日1週間前までに電話でお申し込みください。

◆実施期間　　令和6年９月中旬

◆会　　　場　　真鶴町民センター

   ※詳細は広報９月号でお知らせします。

※健診データや問診票の結果は、健康づくりの推進に活用します。結果は統計情報として取り扱うため、

   個人情報が侵害されることはありません。

　　

□問い合わせ　健康長寿課 ☎内線227

 　おくら、きゅうりの旬は６月～９月で、夏バテ予防に
効果が期待できる食材です。今回は、ヨーグルトを
使ったさわやかなサラダのご紹介です。
　　美味しく食べて、暑い夏も元気に過ごしましょう。

旬の食材を食べよう！「おくら・きゅうり」

管理栄養士の健康レシピ

① おくらはさっとゆで、へたをとり、
　  １㎝の小口切りにする。
② きゅうりは１㎝角に切る。
③ マヨネーズ、ヨーグルトを混ぜ合わせ、
　   おくら、きゅうり、大豆水煮を和える。

「おくらと豆のヨーグルトサラダ」
◆材料　２人分
　  おくら　　　　　　
    きゅうり　　　　　
    大豆水煮　　　　
    マヨネーズ　　　　
    プレーンヨーグルト

德田管理栄養士

特定健康診査・後期高齢者健康診査

　今年度から無料で健診が受けられます！この機会に特定健康診査・後期高齢者健康診査を受けましょう！

◆ 住民健康診査（現在16～39歳で他の健康診査を受ける機会のない方）

◆ 個別健診

５本　　　　　
１本
４０ｇ
大さじ１と１/２
大さじ２

●おくらの栄養

　 ネバネバ成分であるペクチンやムチンなど水溶性の食物繊維を多く含んでいます。どちらも整腸作用があり、　
　　便秘の改善が期待できます。つるんとした口当たりで、食欲増進を助けます。
   ペクチンは粘性、吸着性があり、一緒に摂取した糖や脂肪の吸収をゆるやかにしてくれます。
   ムチンは胃の粘膜を保護したり、たんぱく質の消化吸収を助ける働きがあり、疲労回復を促します。

●きゅうりの栄養

   きゅうりには、体内にこもった熱を排出させる効果があります。
   βカロテンは抗酸化作用があり、皮膚や粘膜の健康維持に働きます。
   カリウムはナトリウムの排泄を手助けし、むくみ解消などに効果が期待できます。
   骨を健康にするために働くビタミンKも含んでいます。

作り方

　 生活習慣病は若い世代の方にとっても身近で深刻な問題です。自分自身の健康状態を把握して、疾病を予防する

ことによって、健やかな生活を送ることができます。

　 真鶴町では、町民全体の健康意識を高めるため、特定健康診査・後期高齢者健康診査の対象にならない方につい

て、無料で健康診査の機会を設けております。病気になる前に、健診を受けて生活習慣を振り返ってみましょう。

　　※社会保険等に加入している方は町での健康診査の対象外です。

　　　 ご自身が加入している健康保険組合が実施する健康診断を受診してください。

　　※実施期間、会場等は上記の特定健康診査、後期高齢者健康診査と同一で予定しています。

◆ 集団健診

血液検査があります。

　・午前受診の方は、前日の夕食後10時間以上は水以外の飲食物を控えてください。

　・午後受診の方は、当日の軽めの朝食後、水以外の飲食物を控えてください。

レントゲン撮影がありますので、ボタン・金具のない服装でお願いします。

　（ボタンのないＴシャツなどは着たまま撮影できます）

眼底検査（医師が必要を認めた方）は、コンタクトレンズを外して撮影します。

受診する前は、アルコールの摂取や過度の運動等を控えてください。

健診会場への車でのご来場はお控えください。

◆ 注意事項

１

２

３

４

５

１人分224kcal  塩分0.4g　野菜量70g

   問い合わせ

　健康長寿課

　☎内線２２７
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防災訓練の
お知らせ

防災訓練の
お知らせ

開催予告

　
こ
ん
に
ち
は
、
真
鶴
町
立
中
川
一
政
美
術
館
学

芸
員
の
蔵
本
で
す
。
今
回
は
、
中
川
一
政
<
向
日

葵
>
(
制
作
年
:1

9
7
3

年
、
油
彩
／
キ
ャ
ン
バ

ス
、
サ
イ
ズ
:100.0 

×
72.7cm

)
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

　
画
伯
が
生
涯
で
も
っ
と
も
多
く
描
い
た
の
は

「
薔
薇
」
を
主
題
に
し
た
絵
で
す
が
、
同
様
に
好

ん
で
描
い
て
い
た
の
が
「
向
日
葵
」
の
絵
で
し

た
。
外
に
描
き
に
行
く
の
が
大
変
だ
っ
た
夏
の
暑

い
時
期
、
ア
ト
リ
エ
の
庭
に
植
え
た
向
日
葵
を
摘

ん
で
壺
に
生
け
、
何
枚
も
の
絵
画
を
描
き
ま
し

た
。

　
夏
の
太
陽
を
感
じ
さ
せ
る
よ
う
な
大
輪
の
向
日

葵
の
花
が
勢
い
よ
く
描
か
れ
、
花
の
周
り
に
は
大

き
な
緑
色
の
葉
が
大
胆
に
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

背
景
は
水
色
系
の
絵
の
具
で
塗
り
込
ま
れ
て
お

り
、
花
や
葉
、
花
を
生
け
た
マ
ジ
ョ
リ
カ
壺
と
の

コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
際
立
っ
た
一
枚
に
仕
上
が
っ
て

い
ま
す
。

　
画
伯
は
絵
の
モ
チ
ー
フ
と
な
る
花
を
、
自
身
が

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
し
て
い
た
花
瓶
や
壺
に
生
け
、
描

く
対
象
を
観
察
し
な
が
ら
写
生
す
る
こ
と
に
こ
だ

わ
り
ま
し
た
。

　
花
の
静
物
画
は
風
景
画
と
は
対
照
的
に
制
作
の

ス
ピ
ー
ド
が
と
て
も
速
く
、
20
号
〜
30
号
サ
イ
ズ

の
作
品
だ
と
４
〜
５
日
程
度
で
描
き
上
げ
て
い
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ス
ピ
ー
ド
感
は
、
花

の
「
い
の
ち
」
が
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

花
は
美
し
く
咲
き
、
や
が
て
枯
れ
て
い
く
運
命
に

あ
り
ま
す
。

　
画
伯
は
花
の
静
物
画
を
描
く
時
に
そ
の
こ
と
を

意
識
し
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
と
り

わ
け
、
向
日
葵
は
壺
に
生
け
て
長
持
ち
さ
せ
る
こ

と
が
難
し
い
花
で
あ
り
、
１
日
描
い
た
だ
け
で
花

や
葉
が
萎
(
し
お
)
れ
て
し
ま
い
、
構
図
が
変

わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
っ
た
よ
う
で

す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
画
伯
に
と
っ
て
は
ど
の
花
も

大
切
な
モ
チ
ー
フ
と
な
り
ま
し
た
。
画
伯
は
美
し

く
生
き
生
き
と
咲
い
て
い
る
花
だ
け
で
は
な
く
、

枯
れ
て
い
く
花
の
様
子
も
描
き
込
ん
で
お
り
、
生

命
力
溢
れ
る
作
品
を
数
多
く
生
み
出
し
ま
し
た
。

　　
現
在
、
美
術
館
で
は
企
画
展
「
中
川
一
政
が
描

く
ー
具
象
の
美
ー
」
を
９
月
16
日
㈪
ま
で
開
催
し

て
お
り
、
展
示
作
品
の
解
説
を
中
心
と
し
た
ギ
ャ

ラ
リ
ー
ト
ー
ク
を
８
月
10
日
㈯
と
８
月
24
日
㈯
に

予
定
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◇
募
集
職
種
　

　
小
学
校
給
食
調
理
員

(
会
計
年
度
任
用
職
員
)

◇
業
務
内
容
　

　
給
食
調
理
業
務
、
配
膳
、

　
片
付
け
な
ど

◇
勤
務
日
お
よ
び
時
間
　

・
週
４
日
程
度 

※

シ
フ
ト
制

(
土
日
祝
日
を
除
く
、
長
期

　
休
業
中
は
原
則
休
み
)

・
原
則
、
７
時
45
分
〜
15
時

　
30
分
、
ま
た
は
８
時
15
分

　
〜
16
時(

休
憩
45
分
含
む)

◇
採
用
予
定
人
数
　
若
干
名

◇
任
用
期
間
　

　
採
用
日
〜
令
和
７
年
３
月

　
31
日(

再
度
の
任
用
あ
り)

◇
報
酬
　

　
時
給
１
１
６
８
円

◇
申
込
方
法
　

　
８
月
16
日
㈮
ま
で
に
履
歴

　
書
を
教
育
課
へ
提
出

◇
選
考
方
法
　

　
書
類
選
考
お
よ
び
面
接

(
面
接
日
時
は
別
途
指
定
)

■
問
い
合
わ
せ
　

　
教
育
課
☎
内
線
４
３
４

　
38
回
目
の
開
催
を
迎
え
る

「
Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
　
Ａ
Ｉ
Ｄ
真

鶴
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
今
年
も

開
催
さ
れ
ま
す
。

　
「
ひ
か
り
輝
く
海
、
樹
齢

３
５
０
年
余
の
木
々
が
生
い

茂
る
原
生
林
」
を
有
す
る
素

晴
ら
し
い
真
鶴
町
の
環
境
の

中
で
、
そ
の
恵
み
に
感
謝
す

る
心
と
真
鶴
半
島
を
含
め
た

自
然
に
対
す
る
マ
ナ
ー
の
向

上
を
音
楽
で
伝
え
、
次
代
に

つ
な
げ
た
い
と
い
う
思
い
か

ら
始
め
た
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　
秋
に
予
定
し
て
い
る
コ
ン

サ
ー
ト
に
先
立
ち
、
プ
レ
イ

ベ
ン
ト
の
海
岸
清
掃
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　
「
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め

よ
う
」
と
の
思
い
か
ら
始
め

た
真
鶴
半
島
周
辺
の
海
岸
清

掃
で
、
コ
ン
サ
ー
ト
に
出
演

す
る
バ
ン
ド
の
メ
ン
バ
ー
も

参
加
し
ま
す
。
バ
ン
ド
の
メ

ン
バ
ー
と
交
流
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※

コ
ン
サ
ー
ト
の
概
要
は
別

　
に
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま

　
す
。

◇
日
時
　

　
８
月
18
日
㈰

　
９
時
〜
11
時
30
分

◇
場
所

　
三
ツ
石
海
岸

(
集
合
は
番
場
浦
駐
車
場
)

◇
持
ち
物

　
軍
手
、
水
筒
、
帽
子

◇
そ
の
他
　

　
一
般
の
方
で
、
参
加
を
希

　
望
さ
れ
る
方
は
事
前
に
問

　
い
合
わ
せ
先
に
ご
連
絡
く

　
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　

　
教
育
課
☎
内
線
４
４
１

　
町
で
は
、
９
月
10
日
の

「
下
水
道
の
日
」
に
伴
い
真

鶴
中
継
ポ
ン
プ
場
お
よ
び
湯

河
原
町
浄
水
セ
ン
タ
ー
の
施

設
見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
「
中
継
ポ
ン
プ
場
っ
て
ど

ん
な
施
設
？
」
、
「
真
鶴
町

の
下
水
は
ど
こ
に
送
ら
れ
、

ど
う
や
っ
て
処
理
さ
れ
る

の
？
」
な
ど
下
水
道
に
対
す

る
疑
問
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
実
際
に
施
設
を
見
学
す
る

こ
と
で
下
水
道
へ
の
理
解
と

関
心
を
深
め
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

◇
日
時
　

　
９
月
８
日
㈰
　
９
時
集
合

◇
見
学
時
間
　

　
９
時
〜
11
時
頃

◇
内
容

　
真
鶴
中
継
ポ
ン
プ
場
お
よ

　
び
湯
河
原
町
浄
水
セ
ン

　
タ
ー
の
施
設
見
学

◇
コ
ー
ス

　
真
鶴
中
継
ポ
ン
プ
場
↓
湯

　
河
原
町
浄
水
セ
ン
タ
ー

◇
集
合
場
所

　
真
鶴
町
役
場
　
正
面
玄
関

　
前
(
見
学
施
設
ま
で
は
公

　
用
車
で
送
迎
し
ま
す
)

◇
注
意
事
項

・
自
家
用
車
で
の
参
加
は
で

　
き
ま
せ
ん
。

・
施
設
内
を
歩
い
て
見
学
し

　
ま
す
の
で
、
動
き
や
す
い

　
服
装
お
よ
び
歩
き
や
す
い

　
靴
で
の
参
加
を
お
願
い
し

　
ま
す
。

・
中
止
に
な
る
場
合
は
、
申

　
込
者
に
ご
連
絡
し
ま
す
。

◇
申
込
方
法

　
８
月
30
日
㈮
17
時
ま
で
に

　
上
下
水
道
課
へ
ご
連
絡
く

　
だ
さ
い
。

※

平
日
は
８
時
30
分
〜
17
時

　
15
分
ま
で
。
土
日
、
祝
日

　
お
よ
び
12
時
〜
13
時
は
除

　
き
ま
す
。

◇
そ
の
他

　
真
鶴
中
継
ポ
ン
プ
場
の
見

　
学
に
つ
い
て
は
、
下
水
道

　
の
日
以
外
で
も
随
時
受
け

　
付
け
て
お
り
ま
す
。

　
ご
希
望
の
方
は
上
下
水
道

　
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・問
い
合
わ
せ

　
上
下
水
道
課

　
☎
内
線
３
４
５
・
３
４
６

ま
な
づ
る
小
学
校
の

給
食
調
理
員
を
募
集
し
ま
す 

Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
　
Ａ
Ｉ
Ｄ
　
真
鶴

２
０
２
４
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

「
海
岸
清
掃
」 

下
水
道
施
設
見
学
会
を

開
催
し
ま
す

内容 9：00  ～　         　訓練警報
10：00～12：00　　室内訓練

対象
地区

山ゆり・城北地区
※希望される方は対象地区以外でも
　 参加可能です。

補足 自衛隊によるカレーライスの炊き出しを
予定しています。(数に限りあり）
※当日は上履きを持参してください。

内容

対象
地区

東・西・みさき・岩中央・丸山・
土肥道地区

真鶴町防災訓練 津波対策訓練

　毎年、９月上旬に実施していた防災訓練を今年度は

９月21日(土）に実施します。また、10月５日(土)には

神奈川県との共催で、津波対策訓練を実施します。

　詳細は、広報真鶴９月号で改めてお知らせします。

　

中
川
一
政
美
術
館
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

９
21

10
５

場所 真鶴中学校体育館 場所 地域会場：岩ふれあい館(旧岩小
学校）、まなづる小学校、貴船神社
※会場ごとに訓練時間が異なります。

9：00～10：00　避難誘導訓練

補足 10：30～　中央会場(真鶴港）にて情報受
伝達訓練、情報収集訓練、救出救助訓練、
物資輸送訓練を実施予定。

㈯ ㈯

■問い合わせ　総務防災課☎内線３２３
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防災訓練の
お知らせ

防災訓練の
お知らせ

開催予告

　
こ
ん
に
ち
は
、
真
鶴
町
立
中
川
一
政
美
術
館
学

芸
員
の
蔵
本
で
す
。
今
回
は
、
中
川
一
政
<
向
日

葵
>
(
制
作
年
:1

9
7
3

年
、
油
彩
／
キ
ャ
ン
バ

ス
、
サ
イ
ズ
:100.0 

×
72.7cm

)
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

　
画
伯
が
生
涯
で
も
っ
と
も
多
く
描
い
た
の
は

「
薔
薇
」
を
主
題
に
し
た
絵
で
す
が
、
同
様
に
好

ん
で
描
い
て
い
た
の
が
「
向
日
葵
」
の
絵
で
し

た
。
外
に
描
き
に
行
く
の
が
大
変
だ
っ
た
夏
の
暑

い
時
期
、
ア
ト
リ
エ
の
庭
に
植
え
た
向
日
葵
を
摘

ん
で
壺
に
生
け
、
何
枚
も
の
絵
画
を
描
き
ま
し

た
。

　
夏
の
太
陽
を
感
じ
さ
せ
る
よ
う
な
大
輪
の
向
日

葵
の
花
が
勢
い
よ
く
描
か
れ
、
花
の
周
り
に
は
大

き
な
緑
色
の
葉
が
大
胆
に
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

背
景
は
水
色
系
の
絵
の
具
で
塗
り
込
ま
れ
て
お

り
、
花
や
葉
、
花
を
生
け
た
マ
ジ
ョ
リ
カ
壺
と
の

コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
際
立
っ
た
一
枚
に
仕
上
が
っ
て

い
ま
す
。

　
画
伯
は
絵
の
モ
チ
ー
フ
と
な
る
花
を
、
自
身
が

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
し
て
い
た
花
瓶
や
壺
に
生
け
、
描

く
対
象
を
観
察
し
な
が
ら
写
生
す
る
こ
と
に
こ
だ

わ
り
ま
し
た
。

　
花
の
静
物
画
は
風
景
画
と
は
対
照
的
に
制
作
の

ス
ピ
ー
ド
が
と
て
も
速
く
、
20
号
〜
30
号
サ
イ
ズ

の
作
品
だ
と
４
〜
５
日
程
度
で
描
き
上
げ
て
い
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ス
ピ
ー
ド
感
は
、
花

の
「
い
の
ち
」
が
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

花
は
美
し
く
咲
き
、
や
が
て
枯
れ
て
い
く
運
命
に

あ
り
ま
す
。

　
画
伯
は
花
の
静
物
画
を
描
く
時
に
そ
の
こ
と
を

意
識
し
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
と
り

わ
け
、
向
日
葵
は
壺
に
生
け
て
長
持
ち
さ
せ
る
こ

と
が
難
し
い
花
で
あ
り
、
１
日
描
い
た
だ
け
で
花

や
葉
が
萎
(
し
お
)
れ
て
し
ま
い
、
構
図
が
変

わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
っ
た
よ
う
で

す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
画
伯
に
と
っ
て
は
ど
の
花
も

大
切
な
モ
チ
ー
フ
と
な
り
ま
し
た
。
画
伯
は
美
し

く
生
き
生
き
と
咲
い
て
い
る
花
だ
け
で
は
な
く
、

枯
れ
て
い
く
花
の
様
子
も
描
き
込
ん
で
お
り
、
生

命
力
溢
れ
る
作
品
を
数
多
く
生
み
出
し
ま
し
た
。

　　
現
在
、
美
術
館
で
は
企
画
展
「
中
川
一
政
が
描

く
ー
具
象
の
美
ー
」
を
９
月
16
日
㈪
ま
で
開
催
し

て
お
り
、
展
示
作
品
の
解
説
を
中
心
と
し
た
ギ
ャ

ラ
リ
ー
ト
ー
ク
を
８
月
10
日
㈯
と
８
月
24
日
㈯
に

予
定
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◇
募
集
職
種
　

　
小
学
校
給
食
調
理
員

(
会
計
年
度
任
用
職
員
)

◇
業
務
内
容
　

　
給
食
調
理
業
務
、
配
膳
、

　
片
付
け
な
ど

◇
勤
務
日
お
よ
び
時
間
　

・
週
４
日
程
度 

※

シ
フ
ト
制

(
土
日
祝
日
を
除
く
、
長
期

　
休
業
中
は
原
則
休
み
)

・
原
則
、
７
時
45
分
〜
15
時

　
30
分
、
ま
た
は
８
時
15
分

　
〜
16
時(

休
憩
45
分
含
む)

◇
採
用
予
定
人
数
　
若
干
名

◇
任
用
期
間
　

　
採
用
日
〜
令
和
７
年
３
月

　
31
日(

再
度
の
任
用
あ
り)

◇
報
酬
　

　
時
給
１
１
６
８
円

◇
申
込
方
法
　

　
８
月
16
日
㈮
ま
で
に
履
歴

　
書
を
教
育
課
へ
提
出

◇
選
考
方
法
　

　
書
類
選
考
お
よ
び
面
接

(
面
接
日
時
は
別
途
指
定
)

■
問
い
合
わ
せ
　

　
教
育
課
☎
内
線
４
３
４

　
38
回
目
の
開
催
を
迎
え
る

「
Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
　
Ａ
Ｉ
Ｄ
真

鶴
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
今
年
も

開
催
さ
れ
ま
す
。

　
「
ひ
か
り
輝
く
海
、
樹
齢

３
５
０
年
余
の
木
々
が
生
い

茂
る
原
生
林
」
を
有
す
る
素

晴
ら
し
い
真
鶴
町
の
環
境
の

中
で
、
そ
の
恵
み
に
感
謝
す

る
心
と
真
鶴
半
島
を
含
め
た

自
然
に
対
す
る
マ
ナ
ー
の
向

上
を
音
楽
で
伝
え
、
次
代
に

つ
な
げ
た
い
と
い
う
思
い
か

ら
始
め
た
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　
秋
に
予
定
し
て
い
る
コ
ン

サ
ー
ト
に
先
立
ち
、
プ
レ
イ

ベ
ン
ト
の
海
岸
清
掃
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　
「
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め

よ
う
」
と
の
思
い
か
ら
始
め

た
真
鶴
半
島
周
辺
の
海
岸
清

掃
で
、
コ
ン
サ
ー
ト
に
出
演

す
る
バ
ン
ド
の
メ
ン
バ
ー
も

参
加
し
ま
す
。
バ
ン
ド
の
メ

ン
バ
ー
と
交
流
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※

コ
ン
サ
ー
ト
の
概
要
は
別

　
に
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま

　
す
。

◇
日
時
　

　
８
月
18
日
㈰

　
９
時
〜
11
時
30
分

◇
場
所

　
三
ツ
石
海
岸

(
集
合
は
番
場
浦
駐
車
場
)

◇
持
ち
物

　
軍
手
、
水
筒
、
帽
子

◇
そ
の
他
　

　
一
般
の
方
で
、
参
加
を
希

　
望
さ
れ
る
方
は
事
前
に
問

　
い
合
わ
せ
先
に
ご
連
絡
く

　
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　

　
教
育
課
☎
内
線
４
４
１

　
町
で
は
、
９
月
10
日
の

「
下
水
道
の
日
」
に
伴
い
真

鶴
中
継
ポ
ン
プ
場
お
よ
び
湯

河
原
町
浄
水
セ
ン
タ
ー
の
施

設
見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
「
中
継
ポ
ン
プ
場
っ
て
ど

ん
な
施
設
？
」
、
「
真
鶴
町

の
下
水
は
ど
こ
に
送
ら
れ
、

ど
う
や
っ
て
処
理
さ
れ
る

の
？
」
な
ど
下
水
道
に
対
す

る
疑
問
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
実
際
に
施
設
を
見
学
す
る

こ
と
で
下
水
道
へ
の
理
解
と

関
心
を
深
め
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

◇
日
時
　

　
９
月
８
日
㈰
　
９
時
集
合

◇
見
学
時
間
　

　
９
時
〜
11
時
頃

◇
内
容

　
真
鶴
中
継
ポ
ン
プ
場
お
よ

　
び
湯
河
原
町
浄
水
セ
ン

　
タ
ー
の
施
設
見
学

◇
コ
ー
ス

　
真
鶴
中
継
ポ
ン
プ
場
↓
湯

　
河
原
町
浄
水
セ
ン
タ
ー

◇
集
合
場
所

　
真
鶴
町
役
場
　
正
面
玄
関

　
前
(
見
学
施
設
ま
で
は
公

　
用
車
で
送
迎
し
ま
す
)

◇
注
意
事
項

・
自
家
用
車
で
の
参
加
は
で

　
き
ま
せ
ん
。

・
施
設
内
を
歩
い
て
見
学
し

　
ま
す
の
で
、
動
き
や
す
い

　
服
装
お
よ
び
歩
き
や
す
い

　
靴
で
の
参
加
を
お
願
い
し

　
ま
す
。

・
中
止
に
な
る
場
合
は
、
申

　
込
者
に
ご
連
絡
し
ま
す
。

◇
申
込
方
法

　
８
月
30
日
㈮
17
時
ま
で
に

　
上
下
水
道
課
へ
ご
連
絡
く

　
だ
さ
い
。

※

平
日
は
８
時
30
分
〜
17
時

　
15
分
ま
で
。
土
日
、
祝
日

　
お
よ
び
12
時
〜
13
時
は
除

　
き
ま
す
。

◇
そ
の
他

　
真
鶴
中
継
ポ
ン
プ
場
の
見

　
学
に
つ
い
て
は
、
下
水
道

　
の
日
以
外
で
も
随
時
受
け

　
付
け
て
お
り
ま
す
。

　
ご
希
望
の
方
は
上
下
水
道

　
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・問
い
合
わ
せ

　
上
下
水
道
課

　
☎
内
線
３
４
５
・
３
４
６

ま
な
づ
る
小
学
校
の

給
食
調
理
員
を
募
集
し
ま
す 

Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
　
Ａ
Ｉ
Ｄ
　
真
鶴

２
０
２
４
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

「
海
岸
清
掃
」 

下
水
道
施
設
見
学
会
を

開
催
し
ま
す

内容 9：00  ～　         　訓練警報
10：00～12：00　　室内訓練

対象
地区

山ゆり・城北地区
※希望される方は対象地区以外でも
　 参加可能です。

補足 自衛隊によるカレーライスの炊き出しを
予定しています。(数に限りあり）
※当日は上履きを持参してください。

内容

対象
地区

東・西・みさき・岩中央・丸山・
土肥道地区

真鶴町防災訓練 津波対策訓練

　毎年、９月上旬に実施していた防災訓練を今年度は

９月21日(土）に実施します。また、10月５日(土)には

神奈川県との共催で、津波対策訓練を実施します。

　詳細は、広報真鶴９月号で改めてお知らせします。

　

中
川
一
政
美
術
館
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

９
21

10
５

場所 真鶴中学校体育館 場所 地域会場：岩ふれあい館(旧岩小
学校）、まなづる小学校、貴船神社
※会場ごとに訓練時間が異なります。

9：00～10：00　避難誘導訓練

補足 10：30～　中央会場(真鶴港）にて情報受
伝達訓練、情報収集訓練、救出救助訓練、
物資輸送訓練を実施予定。

㈯ ㈯

■問い合わせ　総務防災課☎内線３２３
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連

　載

　
真
鶴
町
民
俗
資
料
館
は
、

岩
地
区
に
住
ま
わ
れ
て
い
た

土
屋 
文
雄 

氏
の
ご
厚
意
に

よ
り
、
土
屋
家
の
旧
宅
に
お

い
て
、
昭
和
61
年
に
開
館
し
、

土
屋
家
や
町
民
の
方
々
か
ら

ご
寄
贈
い
た
だ
い
た
、
貴
重

な
美
術
工
芸
品
、
生
活
用
品
、

旧
民
具
な
ど
を
展
示
し
て
お

り
ま
し
た
。

　
今
後
は
収
蔵
品
の
よ
り
適

切
な
管
理
を
図
る
こ
と
に
加

え
地
域
の
活
性
化
の
観
点
か

ら
も
、
施
設
の
新
た
な
活
用

方
法
を
検
討
し
て
い
く
こ
と

と
し
、
９
月
30
日
を
も
っ
て

閉
館
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

長
き
に
わ
た
り
、
ご
愛
顧
い

た
だ
く
と
と
も
に
温
か
く
見

守
っ
て
く
だ
さ
り
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
建
物
内
の
展
示
品

に
つ
き
ま
し
て
は
、
学
校
で

の
活
用
や
他
の
施
設
で
の
展

示
等
、
新
た
な
活
用
方
法
を

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。
　

　
ま
た
、
９
月
に
つ
き
ま
し

て
は
、
土
日
祝
日
に
加
え
、

９
月
４
日
、
11
日
、
18
日
、

25
日
(
い
ず
れ
も
水
曜
日
)

は
開
館
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
教
育
課
☎
内
線
４
３
６

　
東
海
道
な
ど
の
歴
史
や
文

化
を
伝
承
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
宿
場
町
・
城
下
町

と
し
て
繁
栄
し
て
き
た
小
田

原
を
中
心
に
「
街
道
交
流

会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
東
海
道
町
民
生
活
歴
史
館

の
志
田
威
館
長
に
よ
る
講
演

や
、
同
館
名
誉
館
長
の
春
風

亭
昇
太
師
匠
ら
を
招
い
て
東

海
道
と
城
に
関
す
る
ト
ー
ク

セ
ッ
シ
ョ
ン
、
各
市
町
有
識

者
に
よ
る
講
演
を
行
い
ま
す

の
で
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◇
日
時

　
９
月
23
日
(
月
・
祝
)
　

　
13
時
〜
17
時

(
受
付
は
12
時
30
分
か
ら
)

◇
場
所

　
小
田
原
三
の
丸
ホ
ー
ル

◇
主
催

　
西
さ
が
み
観
光
協
議
会

(
小
田
原
市
、
南
足
柄
市
、

　
箱
根
町
、
真
鶴
町
、
湯
河

　
原
町
)

◇
料
金
　
入
場
無
料

◇
申
し
込
み

　
事
前
申
込
制

※

申
込
方
法
は
小
田
原
市

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認

　
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　

　
小
田
原
市
経
済
部
観
光
課

　
観
光
振
興
係

☎
０
４
６
５
・
33
・
１
５
２
１

　
９
月
議
会
定
例
会
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
開
催
予
定
日

　
９
月
４
日
㈬
、
５
日
㈭
、

　
19
日
㈭
、
20
日
㈮

※

正
式
な
日
程
は
定
例
会
の

　
約
１
週
間
前
に
決
ま
り
、

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
い

　
た
し
ま
す
。

◇
そ
の
他
　

　
傍
聴
希
望
の
方
は
、
当
日
、

　
役
場
３
階
議
会
事
務
局
へ

　
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
議
会
は
イ
ン
タ
ー

　
ネ
ッ
ト
中
継
を
い
た
し
ま

　
す
。
ラ
イ
ブ
配
信
の
ほ
か
、

　
ア
ー
カ
イ
ブ
で
も
自
由
に

　
視
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま

　
す
。

※

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
視

　
聴
方
法
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　

　
議
会
事
務
局
☎
内
線
３
６
３

　
障
が
い
の
あ
る
方
や
ご
家

族
を
対
象
に
、
日
常
生
活
の

こ
と
や
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
な
ど
に
つ
い
て
の

相
談
を
、
小
田
原
市
・
箱
根

町
・
真
鶴
町
・
湯
河
原
町
が

共
同
で
委
託
し
て
い
る
相
談

支
援
事
業
者
の
相
談
員
が
お

受
け
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
相
談
時
間

　
10
時
〜
12
時

■
問
い
合
わ
せ

・
福
祉
課
☎
内
線
２
３
７

・
湯
河
原
町
社
会
福
祉
課

☎
０
４
６
５
・
63
・
２
１
１
１

　(

内
線
３
１
２)

・
お
だ
わ
ら
障
が
い
者
総
合

　
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

(
各
相
談
事
業
者
の
お
問
い

　
合
わ
せ
は
こ
ち
ら
へ
)

☎
０
４
６
５
・
35
・
５
２
５
８

真
鶴
町
民
俗
資
料
館
の

閉
館
に
つ
い
て

第
７
回
　
街
道
交
流
会
を

開
催
し
ま
す

９
月
議
会
定
例
会

を
開
会
し
ま
す

出
張
福
祉
相
談
会

真鶴会場

開催日 場所

８月27日(火)

９月24日(火)

湯河原会場

開催日 場所

８月19日(月)

９月９日(月)

町民センター１階
機能回復訓練室

たんぽぽ作業所
相談室２

　
み
な
さ
ん
は
地
下
水
が
ど

こ
か
ら
き
て
、
ど
の
よ
う
に

流
れ
て
い
る
の
か
知
っ
て
い

ま
す
か
？
町
で
は
、
地
下
水

の
こ
と
を
よ
り
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
、
地
下
水
の
３
Ｄ

模
型
を
展
示
し
ま
す
。
地
下

水
に
関
す
る
技
術
者
も
同
席

し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
地
下
水
は
地
面
の
下
を
流

れ
な
が
ら
地
中
の
カ
ル
シ
ウ

ム
や
ナ
ト
リ
ウ
ム
な
ど
の
ミ

ネ
ラ
ル
成
分
を
取
り
込
ん
で

い
き
ま
す
。
身
近
に
あ
る
ミ

ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
は
、
地

下
水
を
原
水
と
し
た
清
涼
飲

料
水
で
、
種
類
に
よ
っ
て
含

ま
れ
て
い
る
成
分
や
飲
み
や

す
さ
が
違
い
ま
す
。
展
示
会

場
で
は
、
日
本
や
海
外
の
市

販
の
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー

を
い
く
つ
か
用
意
し
ま
す
の

で
、
飲
み
比
べ
体
験
も
で
き

ま
す
。

※

ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
の

サ
ン
プ
ル
は
紙
も
し
く
は

カ
ン
容
器
を
使
用
し
ま
す
。

◇
日
時
　
８
月
６
日
㈫

　
10
時
か
ら
15
時
ま
で

◇
場
所
　
町
民
セ
ン
タ
ー

　
１
階
ロ
ビ
ー

■
問
い
合
わ
せ

　
税
務
町
民
課
☎
内
線
２
４
３

　
真
鶴
町
で
採
掘
さ
れ
る
昔

か
ら
人
々
に
愛
さ
れ
て
き
た

美
し
い
本
小
松
石
を
使
用
し

て
、
世
界
に
一
つ
だ
け
の
作

品
を
つ
く
ろ
う
。

　
入
る
こ
と
の
で
き
な
い
丁

場
で
お
気
に
入
り
の
石
を
見

つ
け
た
ら
、
石
職
人
と
一
緒

に
加
工
を
行
い
ま
す
。
子
ど

も
も
大
人
も
楽
し
め
る
特
別

な
体
験
で
す
。

◇
イ
ベ
ン
ト
名

　
本
小
松
石
で
も
の
づ
く
り

　
体
験

◇
日
時
　
８
月
24
日
㈯ 

　
８
時
30
分
〜
12
時

◇
会
場

　
神
奈
川
県
石
材
協
同
組
合

　
青
年
部
の
工
場

◇
費
用
　
１
組
１
作
品 

　
３
０
０
０
円

◇
持
ち
物
　

　
飲
み
物
、
タ
オ
ル

◇
服
装
　

　
汚
れ
て
も
良
い
服
装
(
長
ズ

　
ボ
ン
)
と
長
靴

◇
そ
の
他

・
定
員
３
組

(
大
人
１
人
、
小
人
１
人
)

(
応
募
多
数
の
場
合
抽
選
)

・
小
学
生
高
学
年
以
上
で
必

　
ず
保
護
者
同
伴
で
の
参
加

・
雨
天
時
は
一
部
プ
ロ
グ
ラ  

　
ム
を
変
更

◇
主
催
　

　
神
奈
川
県
石
材
協
同
組
合

　
青
年
部

■
申
し
込
み
・問
い
合
わ
せ

　
申
込
締
切
８
月
９
日
㈮
ま
で

・
神
奈
川
県
石
材
協
同
組
合
　

　
青
年
部

☎
０
４
６
５
・
68
・
０
０
１
９

FAX 
０
４
６
５
・
68
・
５
４
５
６

※

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

・
真
鶴
町
観
光
協
会

☎
０
４
６
５
・
68
・
２
５
４
３

(
受
付
時
間
９
時
〜
16
時)

◇
イ
ベ
ン
ト
名

「
植
物
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
＆

火
山
作
製
実
験
」

◇
日
時

　
８
月
12
日
(
月
・
祝
)
　

　
10
時
〜
12
時
・
13
時
〜
15
時

◇
会
場
　

　
神
奈
川
県
立
生
命
の
星
・

　
地
球
博
物
館 

東
側
講
義
室

◇
対
象

　
主
に
未
就
学
児
〜
小
学
生

　
と
そ
の
保
護
者

(
先
着
１
５
０
名
程
度
)

◇
内
容
　
　

⑴
箱
根
細
工
(
主
に
寄
木
細

　
工
)
に
使
わ
れ
て
い
る
木

　
を
学
ぼ
う

⑵
本
物
の
火
山
か
ら
噴
出
し

　
た
石
等
を
用
い
て
ミ
ニ
成

　
層
火
山
を
作
ろ
う

⑶
そ
の
他
箱
根
ジ
オ
パ
ー
ク

　
に
つ
い
て
楽
し
く
学
べ
る

　
ブ
ー
ス
も
！

◇
料
金
　

　
無
料
　

※

常
設
展
・
特
別
展
の
観
覧

　
に
は
別
途
観
覧
料
が
必
要

　
で
す
。

◇
申
し
込
み
　

　
な
し
(
当
日
受
付
)

◇
持
ち
物
　
な
し

◇
服
装
　

　
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
で
お

　
越
し
く
だ
さ
い
。

◇
備
考

・
保
護
者
の
同
伴
が
必
須
で

　
す
。

・
混
雑
状
況
に
よ
っ
て
は
入

　
館
制
限
や
お
待
ち
頂
く
場

　
合
が
あ
り
ま
す
。

・
材
料
が
な
く
な
り
次
第
終

　
了
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
箱
根
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協

　
議
会
教
育
部
会

(
南
足
柄
市
企
画
課
)

☎
０
４
６
５
・
73
・
８
０
０
１

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

夏
休
み
特
別
企
画
！

本
小
松
石
職
人
か
ら
学
ぶ

自
由
研
究
・
工
作

箱
根
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議

会
教
育
部
会
夏
休
み
子
ど
も

ジ
オ
講
座

kikakuseisaku@city.mina

miashigara.kanagawa.jp

夏
休
み
企
画
「地
下
水
の
し
く

み
を
学
ぼ
う
！
＆
ミ
ネ
ラ
ル

ウ
ォ
ー
タ
ー
飲
み
比
べ
体
験
」
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連

　載

　
真
鶴
町
民
俗
資
料
館
は
、

岩
地
区
に
住
ま
わ
れ
て
い
た

土
屋 

文
雄 

氏
の
ご
厚
意
に

よ
り
、
土
屋
家
の
旧
宅
に
お

い
て
、
昭
和
61
年
に
開
館
し
、

土
屋
家
や
町
民
の
方
々
か
ら

ご
寄
贈
い
た
だ
い
た
、
貴
重

な
美
術
工
芸
品
、
生
活
用
品
、

旧
民
具
な
ど
を
展
示
し
て
お

り
ま
し
た
。

　
今
後
は
収
蔵
品
の
よ
り
適

切
な
管
理
を
図
る
こ
と
に
加

え
地
域
の
活
性
化
の
観
点
か

ら
も
、
施
設
の
新
た
な
活
用

方
法
を
検
討
し
て
い
く
こ
と

と
し
、
９
月
30
日
を
も
っ
て

閉
館
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

長
き
に
わ
た
り
、
ご
愛
顧
い

た
だ
く
と
と
も
に
温
か
く
見

守
っ
て
く
だ
さ
り
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
建
物
内
の
展
示
品

に
つ
き
ま
し
て
は
、
学
校
で

の
活
用
や
他
の
施
設
で
の
展

示
等
、
新
た
な
活
用
方
法
を

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。
　

　
ま
た
、
９
月
に
つ
き
ま
し

て
は
、
土
日
祝
日
に
加
え
、

９
月
４
日
、
11
日
、
18
日
、

25
日
(
い
ず
れ
も
水
曜
日
)

は
開
館
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
教
育
課
☎
内
線
４
３
６

　
東
海
道
な
ど
の
歴
史
や
文

化
を
伝
承
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
宿
場
町
・
城
下
町

と
し
て
繁
栄
し
て
き
た
小
田

原
を
中
心
に
「
街
道
交
流

会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
東
海
道
町
民
生
活
歴
史
館

の
志
田
威
館
長
に
よ
る
講
演

や
、
同
館
名
誉
館
長
の
春
風

亭
昇
太
師
匠
ら
を
招
い
て
東

海
道
と
城
に
関
す
る
ト
ー
ク

セ
ッ
シ
ョ
ン
、
各
市
町
有
識

者
に
よ
る
講
演
を
行
い
ま
す

の
で
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◇
日
時

　
９
月
23
日
(
月
・
祝
)
　

　
13
時
〜
17
時

(
受
付
は
12
時
30
分
か
ら
)

◇
場
所

　
小
田
原
三
の
丸
ホ
ー
ル

◇
主
催

　
西
さ
が
み
観
光
協
議
会

(
小
田
原
市
、
南
足
柄
市
、

　
箱
根
町
、
真
鶴
町
、
湯
河

　
原
町
)

◇
料
金
　
入
場
無
料

◇
申
し
込
み

　
事
前
申
込
制

※

申
込
方
法
は
小
田
原
市

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認

　
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　

　
小
田
原
市
経
済
部
観
光
課

　
観
光
振
興
係

☎
０
４
６
５
・
33
・
１
５
２
１

　
９
月
議
会
定
例
会
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
開
催
予
定
日

　
９
月
４
日
㈬
、
５
日
㈭
、

　
19
日
㈭
、
20
日
㈮

※

正
式
な
日
程
は
定
例
会
の

　
約
１
週
間
前
に
決
ま
り
、

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
い

　
た
し
ま
す
。

◇
そ
の
他
　

　
傍
聴
希
望
の
方
は
、
当
日
、

　
役
場
３
階
議
会
事
務
局
へ

　
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
議
会
は
イ
ン
タ
ー

　
ネ
ッ
ト
中
継
を
い
た
し
ま

　
す
。
ラ
イ
ブ
配
信
の
ほ
か
、

　
ア
ー
カ
イ
ブ
で
も
自
由
に

　
視
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま

　
す
。

※

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
視

　
聴
方
法
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　

　
議
会
事
務
局
☎
内
線
３
６
３

　
障
が
い
の
あ
る
方
や
ご
家

族
を
対
象
に
、
日
常
生
活
の

こ
と
や
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
な
ど
に
つ
い
て
の

相
談
を
、
小
田
原
市
・
箱
根

町
・
真
鶴
町
・
湯
河
原
町
が

共
同
で
委
託
し
て
い
る
相
談

支
援
事
業
者
の
相
談
員
が
お

受
け
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
相
談
時
間

　
10
時
〜
12
時

■
問
い
合
わ
せ

・
福
祉
課
☎
内
線
２
３
７

・
湯
河
原
町
社
会
福
祉
課

☎
０
４
６
５
・
63
・
２
１
１
１

　(

内
線
３
１
２)

・
お
だ
わ
ら
障
が
い
者
総
合

　
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

(
各
相
談
事
業
者
の
お
問
い

　
合
わ
せ
は
こ
ち
ら
へ
)

☎
０
４
６
５
・
35
・
５
２
５
８

真
鶴
町
民
俗
資
料
館
の

閉
館
に
つ
い
て

第
７
回
　
街
道
交
流
会
を

開
催
し
ま
す

９
月
議
会
定
例
会

を
開
会
し
ま
す

出
張
福
祉
相
談
会

真鶴会場

開催日 場所

８月27日(火)

９月24日(火)

湯河原会場

開催日 場所

８月19日(月)

９月９日(月)

町民センター１階
機能回復訓練室

たんぽぽ作業所
相談室２

　
み
な
さ
ん
は
地
下
水
が
ど

こ
か
ら
き
て
、
ど
の
よ
う
に

流
れ
て
い
る
の
か
知
っ
て
い

ま
す
か
？
町
で
は
、
地
下
水

の
こ
と
を
よ
り
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
、
地
下
水
の
３
Ｄ

模
型
を
展
示
し
ま
す
。
地
下

水
に
関
す
る
技
術
者
も
同
席

し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
地
下
水
は
地
面
の
下
を
流

れ
な
が
ら
地
中
の
カ
ル
シ
ウ

ム
や
ナ
ト
リ
ウ
ム
な
ど
の
ミ

ネ
ラ
ル
成
分
を
取
り
込
ん
で

い
き
ま
す
。
身
近
に
あ
る
ミ

ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
は
、
地

下
水
を
原
水
と
し
た
清
涼
飲

料
水
で
、
種
類
に
よ
っ
て
含

ま
れ
て
い
る
成
分
や
飲
み
や

す
さ
が
違
い
ま
す
。
展
示
会

場
で
は
、
日
本
や
海
外
の
市

販
の
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー

を
い
く
つ
か
用
意
し
ま
す
の

で
、
飲
み
比
べ
体
験
も
で
き

ま
す
。

※

ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
の

サ
ン
プ
ル
は
紙
も
し
く
は

カ
ン
容
器
を
使
用
し
ま
す
。

◇
日
時
　
８
月
６
日
㈫

　
10
時
か
ら
15
時
ま
で

◇
場
所
　
町
民
セ
ン
タ
ー

　
１
階
ロ
ビ
ー

■
問
い
合
わ
せ

　
税
務
町
民
課
☎
内
線
２
４
３

　
真
鶴
町
で
採
掘
さ
れ
る
昔

か
ら
人
々
に
愛
さ
れ
て
き
た

美
し
い
本
小
松
石
を
使
用
し

て
、
世
界
に
一
つ
だ
け
の
作

品
を
つ
く
ろ
う
。

　
入
る
こ
と
の
で
き
な
い
丁

場
で
お
気
に
入
り
の
石
を
見

つ
け
た
ら
、
石
職
人
と
一
緒

に
加
工
を
行
い
ま
す
。
子
ど

も
も
大
人
も
楽
し
め
る
特
別

な
体
験
で
す
。

◇
イ
ベ
ン
ト
名

　
本
小
松
石
で
も
の
づ
く
り

　
体
験

◇
日
時
　
８
月
24
日
㈯ 

　
８
時
30
分
〜
12
時

◇
会
場

　
神
奈
川
県
石
材
協
同
組
合

　
青
年
部
の
工
場

◇
費
用
　
１
組
１
作
品 

　
３
０
０
０
円

◇
持
ち
物
　

　
飲
み
物
、
タ
オ
ル

◇
服
装
　

　
汚
れ
て
も
良
い
服
装
(
長
ズ

　
ボ
ン
)
と
長
靴

◇
そ
の
他

・
定
員
３
組

(
大
人
１
人
、
小
人
１
人
)

(
応
募
多
数
の
場
合
抽
選
)

・
小
学
生
高
学
年
以
上
で
必

　
ず
保
護
者
同
伴
で
の
参
加

・
雨
天
時
は
一
部
プ
ロ
グ
ラ  

　
ム
を
変
更

◇
主
催
　

　
神
奈
川
県
石
材
協
同
組
合

　
青
年
部

■
申
し
込
み
・問
い
合
わ
せ

　
申
込
締
切
８
月
９
日
㈮
ま
で

・
神
奈
川
県
石
材
協
同
組
合
　

　
青
年
部

☎
０
４
６
５
・
68
・
０
０
１
９

FAX 
０
４
６
５
・
68
・
５
４
５
６

※

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

・
真
鶴
町
観
光
協
会

☎
０
４
６
５
・
68
・
２
５
４
３

(
受
付
時
間
９
時
〜
16
時)

◇
イ
ベ
ン
ト
名

「
植
物
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
＆

火
山
作
製
実
験
」

◇
日
時

　
８
月
12
日
(
月
・
祝
)
　

　
10
時
〜
12
時
・
13
時
〜
15
時

◇
会
場
　

　
神
奈
川
県
立
生
命
の
星
・

　
地
球
博
物
館 

東
側
講
義
室

◇
対
象

　
主
に
未
就
学
児
〜
小
学
生

　
と
そ
の
保
護
者

(
先
着
１
５
０
名
程
度
)

◇
内
容
　
　

⑴
箱
根
細
工
(
主
に
寄
木
細

　
工
)
に
使
わ
れ
て
い
る
木

　
を
学
ぼ
う

⑵
本
物
の
火
山
か
ら
噴
出
し

　
た
石
等
を
用
い
て
ミ
ニ
成

　
層
火
山
を
作
ろ
う

⑶
そ
の
他
箱
根
ジ
オ
パ
ー
ク

　
に
つ
い
て
楽
し
く
学
べ
る

　
ブ
ー
ス
も
！

◇
料
金
　

　
無
料
　

※

常
設
展
・
特
別
展
の
観
覧

　
に
は
別
途
観
覧
料
が
必
要

　
で
す
。

◇
申
し
込
み
　

　
な
し
(
当
日
受
付
)

◇
持
ち
物
　
な
し

◇
服
装
　

　
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
で
お

　
越
し
く
だ
さ
い
。

◇
備
考

・
保
護
者
の
同
伴
が
必
須
で

　
す
。

・
混
雑
状
況
に
よ
っ
て
は
入

　
館
制
限
や
お
待
ち
頂
く
場

　
合
が
あ
り
ま
す
。

・
材
料
が
な
く
な
り
次
第
終

　
了
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
箱
根
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協

　
議
会
教
育
部
会

(
南
足
柄
市
企
画
課
)

☎
０
４
６
５
・
73
・
８
０
０
１

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

夏
休
み
特
別
企
画
！

本
小
松
石
職
人
か
ら
学
ぶ

自
由
研
究
・
工
作

箱
根
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議

会
教
育
部
会
夏
休
み
子
ど
も

ジ
オ
講
座

kikakuseisaku@city.mina

miashigara.kanagawa.jp

夏
休
み
企
画
「地
下
水
の
し
く

み
を
学
ぼ
う
！
＆
ミ
ネ
ラ
ル

ウ
ォ
ー
タ
ー
飲
み
比
べ
体
験
」
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連

　載

　
日
本
古
来
の
美
し
い
音
色

に
合
わ
せ
て
歌
い
な
が
ら
親

子
で
ゆ
っ
た
り
と
ふ
れ
あ
い
、

心
身
共
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た

時
間
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

◇
日
程

①
９
月
６
日
㈮

②
９
月
13
日
㈮

※

①
②
の
両
日
と
も
に
参
加

　
で
き
る
ご
家
庭
の
み
お
申

　
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◇
時
間

　
10
時
〜
10
時
30
分

◇
会
場
　
町
民
セ
ン
タ
ー
　

　
２
階
・
第
３
会
議
室

◇
対
象

　
０
歳
〜
２
歳
ま
で
の
お
子

　
さ
ま
と
そ
の
保
護
者

◇
申
し
込
み

　
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で

　
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

⑴
教
育
委
員
会
に
直
接
申
込

⑵
町
内
幼
稚
園
・
保
育
園
を

　
通
し
て
申
込

◇
締
切
　
８
月
20
日
㈫

■
問
い
合
わ
せ

　
教
育
課
☎
内
線
４
３
８

　
今
年
の
「
真
鶴
町
絵
画
コ

ン
ク
ー
ル
展
」
は
、
『
郷
土

を
愛
す
る
心
・
自
分
が
望
む

こ
れ
か
ら
の
真
鶴
町
』
を

テ
ー
マ
と
し
ま
す
。

　
よ
り
多
く
の
方
々
か
ら
の

応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◇
応
募
資
格 

 

　
町
内
在
住
の
幼
稚
園
・

　
保
育
園
、
小
・
中
学
生

◇
応
募
点
数

　
１
人
１
作
品
(
厳
守
)

◇
作
品
の
規
格

　
四
つ
切
も
し
く
は
八
つ
切

　
画
用
紙

◇
画
材
　
ク
レ
ヨ
ン
・
ク
レ

　
パ
ス
・
水
彩
・
油
彩
ほ
か

◇
テ
ー
マ

『
郷
土
を
愛
す
る
心
・
自
分

 

が
望
む
こ
れ
か
ら
の
真
鶴
』

・
町
の
自
然
の
中
で
遊
ん
だ

　
こ
と
や
体
験
し
た
こ
と

・
真
鶴
町
の
自
然
や
町
並
み

　
の
景
色

・
町
で
働
い
て
い
る
人
の
様

　
子

・
自
分
が
望
む
こ
れ
か
ら
の

　
真
鶴
な
ど

◇
募
集
期
間 

 

　
９
月
２
日
㈪
〜
９
日
㈪

※

応
募
票
の
受
け
取
り
お
よ

　
び
作
品
の
提
出
は
、
教
育

　
課(

町
民
セ
ン
タ
ー
２
階

　
受
付)

ま
で
。

※

応
募
の
際
は
「
応
募
票
」

　
を
作
品
の
中
央
下
に
必
ず

　
貼
付
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
賞
　

　
特
別
賞
４
点
、
優
秀
賞
８

　
点
以
内
、
佳
作
28
点
以
内

◇
展
示
期
間 

　
10
月
８
日
㈫
〜
13
日
㈰
　

　
９
時
30
分
〜
18
時

◇
展
示
会
場 

　
町
民
セ
ン
タ
ー
１
階

　
ロ
ビ
ー

(
応
募
作
品
は
町
民
文
化
祭

　
で
も
展
示
さ
れ
ま
す)

＊
こ
の
事
業
は
、
ま
な
づ
る

　
ふ
る
さ
と
教
育
推
進
プ
ロ

　
グ
ラ
ム
の
一
環
と
し
て
実

　
施
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
　
　
　
　

　
教
育
課
☎
内
線
４
３
６

　
税
に
ち
な
ん
だ
テ
ー
マ
の

書
道
を
通
じ
、
児
童
の
皆
さ

ん
に
税
の
大
切
さ
を
知
っ
て

い
た
だ
く
べ
く
、
国
税
庁
の

税
を
考
え
る
週
間
(
11
月
11

日
〜
17
日
)
の
一
環
事
業
と

し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

◇
対
象
者

　
小
田
原
税
務
署
管
内
(
小

　
田
原
市
・
南
足
柄
市
・
足

　
柄
上
郡
・
足
柄
下
郡
)
に

　
在
住
・
在
校
す
る
小
学
生

◇
作
品
課
題
　

【
１
年
生
〜
４
年
生
】

　
ぜ
い
・
の
う
ぜ
い
・
ぜ
い
ほ

　
う
・
あ
お
い
ろ
・
し
ん
こ
く

【
５
年
生
〜
６
年
生
】
　
　

　
税
・
消
費
税
法
・
自
動
車
　

　
税
・
青
色
申
告
・
電
子
申
告

◇
応
募
方
法

　
９
月
２
日
㈪
に
小
学
校
に

　
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
注
意
事
項
　

・
作
品
は
自
分
で
書
い
て
く

　
だ
さ
い

・
半
紙
に
毛
筆
で
書
い
て
く

　
だ
さ
い

・
作
品
に
名
前
は
書
か
な
い

　
で
く
だ
さ
い

・
応
募
は
一
人
一
作
品
と
し
、

　
台
紙
に
貼
っ
て
提
出
し
て

　
く
だ
さ
い

※

作
品
は
お
返
し
で
き
ま
せ
ん

■
問
い
合
わ
せ
　

(
公
社
)
小
田
原
青
色
申
告

　
会
事
務
局

☎
０
４
６
５
・
24
・
２
６
１
３

　
公
益
社
団
法
人
コ
ス
モ
ス

成
年
後
見
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
小
田
原
西
地
区
に
よ
る

無
料
相
談
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
。

　
専
門
の
相
談
員
が
無
料
で

相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

◇
日
時
　
８
月
24
日
㈯

　
13
時
〜
15
時

◇
会
場
　
町
民
セ
ン
タ
ー 

　
２
階
　
第
３
会
議
室

◇
相
談
内
容

  

成
年
後
見
、
相
続
、
遺
言
等

◇
費
用　

無
料

◇
申
し
込
み
　
不
要

■
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
課
☎
内
線
２
３
５

◆真鶴町役場　代表電話番号　0465-68-1131◆広報真鶴　2024年８月号 広報真鶴　2024年８月号

連

　載

　児
童
扶
養
手
当
と
は

　
離
婚
・
死
亡
な
ど
の
理
由

に
よ
り
、
母
子
ま
た
は
父
子

家
庭
と
な
っ
た
世
帯
な
ど
に

対
し
て
、
生
活
の
安
定
と
自

立
を
促
す
た
め
に
支
給
さ
れ

る
も
の
で
す
。

　
18
歳
に
達
す
る
日
以
後
の

最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間

に
あ
る
児
童
(
中
程
度
以
上

の
障
が
い
の
状
態
に
あ
る
場

合
は
20
歳
未
満
)
を
育
て
て

い
る
父
母
、
あ
る
い
は
父
母

に
代
わ
り
養
育
し
て
い
る
人

が
受
け
取
れ
ま
す
。

特
別
児
童
扶
養
手
当
と
は

　
知
的
障
が
い
ま
た
は
身
体

障
が
い
の
状
態
に
あ
る
20
歳

未
満
の
児
童
を
養
育
し
て
い

る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

※

両
手
当
と
も
、
受
給
者
、

　
配
偶
者
お
よ
び
扶
養
義
務

　
者
の
前
年
の
所
得
に
よ
り
、

　
支
給
が
制
限
さ
れ
ま
す
。

　
受
給
者
と
同
住
所
に
居
住

　
し
て
い
る
場
合
、
「
扶
養

　
義
務
者
」
と
し
て
取
り
扱

　
い
ま
す
。

す
で
に
手
当
を
受
給
し
て
い

る
人
は
、
現
況
届
(
所
得
状
況

届
)の
提
出
を
！

　
毎
年
８
月
に
養
育
状
況
や

前
年
の
所
得
な
ど
を
記
載
し
、

引
き
続
き
受
給
す
る
要
件
が

あ
る
か
を
確
認
し
ま
す
。

　
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
は

現
況
届
、
特
別
児
童
扶
養
手

当
受
給
者
は
所
得
状
況
届
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の

届
け
出
が
な
い
と
受
給
資
格

が
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※

児
童
扶
養
手
当
受
給
開
始

　
よ
り
５
年
以
上
経
過
し
た

　
人
は
、
別
に
書
類
が
必
要

　
で
す
。

そ
の
他
の
届
け
出
に
つ
い
て

　
住
所
、
氏
名
、
世
帯
構
成
、

金
融
機
関
な
ど
に
変
更
が

あ
っ
た
と
き
は
必
ず
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
課
☎
内
線
２
３
３
　

〜
あ
な
た
の
悩
み
を
聞
か
せ

　
て
ね
〜

◇
実
施
期
間
　

　
８
月
21
日
㈬
〜
27
日
㈫

　
ま
で
の
７
日
間

◇
受
付
時
間
　

　
８
時
30
分
か
ら
19
時
ま
で

(
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
は
、

　
10
時
か
ら
17
時
ま
で
)

◇
実
施
方
法
　
　

⑴
こ
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

☎
０
１
２
０
・
０
０
７

　
・
１
１
０(

通
話
料
無
料)

⑵
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
じ
ん
け
ん
相
談

　
検
索
Ｉ
Ｄ
　

　
＠linejinkensoudan

■
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
課
☎
内
線
２
３
５

　
毎
年
、
「
敬
老
の
日
」
に

ち
な
み
、
結
婚
50
年
(
金
婚

式
)
を
迎
え
ら
れ
た
ご
夫
婦

に
記
念
品
を
お
贈
り
し
て
い

ま
す
。

◇
対
象
　

　
令
和
６
年
９
月
15
日
現
在
、

　
１
年
以
上
真
鶴
町
に
お
住

　
ま
い
で
、
昭
和
48
年
９
月

　
16
日
か
ら
昭
和
49
年
９
月

　
15
日
の
間
に
ご
結
婚
さ
れ

　
た
ご
夫
婦
。

◇
申
込
方
法
　
８
月
23
日
㈮

　
ま
で
に
申
込
用
紙
に
必
要

　
事
項
を
記
入
し
、
健
康
長

　
寿
課
へ
申
し
込
み
。

(
土
日
祝
を
除
く
)

■
問
い
合
わ
せ

　
健
康
長
寿
課
☎
内
線
２
２
３

　
有
効
期
限
が
満
了
し
た
限

度
額
適
用
認
定
証
を
お
持
ち

の
方
で
、
引
き
続
き
８
月
以

降
の
認
定
証
の
交
付
を
希
望

さ
れ
る
方
は
申
請
が
必
要
で

す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に

健
康
保
険
証
の
利
用
登
録
を

し
て
い
る
場
合
、
マ
イ
ナ
保

険
証
を
利
用
す
れ
ば
、
事
前

の
手
続
き
な
く
、
高
額
療
養

費
制
度
に
お
け
る
限
度
額
を

超
え
る
支
払
い
(
医
療
機
関

ご
と
の
窓
口
で
の
お
支
払

い
)
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
限

度
額
適
用
認
定
証
の
事
前
申

請
は
不
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

マ
イ
ナ
保
険
証
を
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
健
康
長
寿
課
☎
内
線
２
２
５

　
引
っ
越
し
、
倉
庫
な
ど
の

清
掃
、
庭
木
の
剪
定
な
ど
で

一
度
に
大
量
に
出
る
ご
み
に

つ
い
て
は
、
ご
本
人
ま
た
は

家
族
の
か
た
が
直
接
、
美
化

セ
ン
タ
ー
に
搬
入
す
る
か
、

町
が
許
可
し
た
一
般
廃
棄
物

処
理
業
許
可
業
者
に
依
頼
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
廃
棄

物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す

る
法
律
に
よ
り
、
一
般
廃
棄

物
処
理
業
の
許
可
が
な
い
と

他
人
の
一
般
廃
棄
物
を
運
搬

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
税
務
町
民
課
☎
内
線
２
４
３

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童

扶
養
手
当
の
現
況
届
を

提
出
し
ま
し
ょ
う
！

全
国
一
斉
「子
ど
も
の

人
権
相
談
」強
化
週
間

金
婚
式
記
念
品
を

贈
呈
し
ま
す 

限
度
額
適
用
認
定
証
の
更
新

に
つ
い
て
(国
民
健
康
保
険
)

一
度
に
大
量
に
ご
み
を

出
す
と
き
は
！

子
育
て
学
級

　第
２
回
・３
回

　

親
子
わ
ら
べ
う
た

 

第
33
回
真
鶴
町
絵
画

コ
ン
ク
ー
ル
展
作
品
募
集

第
43
回
青
色
申
告
・
小
学
生

の
税
の
書
道
展

　作
品
募
集

行
政
書
士
の
無
料
相
談
会
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連

　載

　
日
本
古
来
の
美
し
い
音
色

に
合
わ
せ
て
歌
い
な
が
ら
親

子
で
ゆ
っ
た
り
と
ふ
れ
あ
い
、

心
身
共
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た

時
間
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

◇
日
程

①
９
月
６
日
㈮

②
９
月
13
日
㈮

※

①
②
の
両
日
と
も
に
参
加

　
で
き
る
ご
家
庭
の
み
お
申

　
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◇
時
間

　
10
時
〜
10
時
30
分

◇
会
場
　
町
民
セ
ン
タ
ー
　

　
２
階
・
第
３
会
議
室

◇
対
象

　
０
歳
〜
２
歳
ま
で
の
お
子

　
さ
ま
と
そ
の
保
護
者

◇
申
し
込
み

　
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で

　
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

⑴
教
育
委
員
会
に
直
接
申
込

⑵
町
内
幼
稚
園
・
保
育
園
を

　
通
し
て
申
込

◇
締
切
　
８
月
20
日
㈫

■
問
い
合
わ
せ

　
教
育
課
☎
内
線
４
３
８

　
今
年
の
「
真
鶴
町
絵
画
コ

ン
ク
ー
ル
展
」
は
、
『
郷
土

を
愛
す
る
心
・
自
分
が
望
む

こ
れ
か
ら
の
真
鶴
町
』
を

テ
ー
マ
と
し
ま
す
。

　
よ
り
多
く
の
方
々
か
ら
の

応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◇
応
募
資
格 

 

　
町
内
在
住
の
幼
稚
園
・

　
保
育
園
、
小
・
中
学
生

◇
応
募
点
数

　
１
人
１
作
品
(
厳
守
)

◇
作
品
の
規
格

　
四
つ
切
も
し
く
は
八
つ
切

　
画
用
紙

◇
画
材
　
ク
レ
ヨ
ン
・
ク
レ

　
パ
ス
・
水
彩
・
油
彩
ほ
か

◇
テ
ー
マ

『
郷
土
を
愛
す
る
心
・
自
分

 

が
望
む
こ
れ
か
ら
の
真
鶴
』

・
町
の
自
然
の
中
で
遊
ん
だ

　
こ
と
や
体
験
し
た
こ
と

・
真
鶴
町
の
自
然
や
町
並
み

　
の
景
色

・
町
で
働
い
て
い
る
人
の
様

　
子

・
自
分
が
望
む
こ
れ
か
ら
の

　
真
鶴
な
ど

◇
募
集
期
間 

 

　
９
月
２
日
㈪
〜
９
日
㈪

※

応
募
票
の
受
け
取
り
お
よ

　
び
作
品
の
提
出
は
、
教
育

　
課(

町
民
セ
ン
タ
ー
２
階

　
受
付)

ま
で
。

※

応
募
の
際
は
「
応
募
票
」

　
を
作
品
の
中
央
下
に
必
ず

　
貼
付
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
賞
　

　
特
別
賞
４
点
、
優
秀
賞
８

　
点
以
内
、
佳
作
28
点
以
内

◇
展
示
期
間 

　
10
月
８
日
㈫
〜
13
日
㈰
　

　
９
時
30
分
〜
18
時

◇
展
示
会
場 

　
町
民
セ
ン
タ
ー
１
階

　
ロ
ビ
ー

(
応
募
作
品
は
町
民
文
化
祭

　
で
も
展
示
さ
れ
ま
す)

＊
こ
の
事
業
は
、
ま
な
づ
る

　
ふ
る
さ
と
教
育
推
進
プ
ロ

　
グ
ラ
ム
の
一
環
と
し
て
実

　
施
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
　
　
　
　

　
教
育
課
☎
内
線
４
３
６

　
税
に
ち
な
ん
だ
テ
ー
マ
の

書
道
を
通
じ
、
児
童
の
皆
さ

ん
に
税
の
大
切
さ
を
知
っ
て

い
た
だ
く
べ
く
、
国
税
庁
の

税
を
考
え
る
週
間
(
11
月
11

日
〜
17
日
)
の
一
環
事
業
と

し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

◇
対
象
者

　
小
田
原
税
務
署
管
内
(
小

　
田
原
市
・
南
足
柄
市
・
足

　
柄
上
郡
・
足
柄
下
郡
)
に

　
在
住
・
在
校
す
る
小
学
生

◇
作
品
課
題
　

【
１
年
生
〜
４
年
生
】

　
ぜ
い
・
の
う
ぜ
い
・
ぜ
い
ほ

　
う
・
あ
お
い
ろ
・
し
ん
こ
く

【
５
年
生
〜
６
年
生
】
　
　

　
税
・
消
費
税
法
・
自
動
車
　

　
税
・
青
色
申
告
・
電
子
申
告

◇
応
募
方
法

　
９
月
２
日
㈪
に
小
学
校
に

　
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
注
意
事
項
　

・
作
品
は
自
分
で
書
い
て
く

　
だ
さ
い

・
半
紙
に
毛
筆
で
書
い
て
く

　
だ
さ
い

・
作
品
に
名
前
は
書
か
な
い

　
で
く
だ
さ
い

・
応
募
は
一
人
一
作
品
と
し
、

　
台
紙
に
貼
っ
て
提
出
し
て

　
く
だ
さ
い

※

作
品
は
お
返
し
で
き
ま
せ
ん

■
問
い
合
わ
せ
　

(
公
社
)
小
田
原
青
色
申
告

　
会
事
務
局

☎
０
４
６
５
・
24
・
２
６
１
３

　
公
益
社
団
法
人
コ
ス
モ
ス

成
年
後
見
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
小
田
原
西
地
区
に
よ
る

無
料
相
談
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
。

　
専
門
の
相
談
員
が
無
料
で

相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

◇
日
時
　
８
月
24
日
㈯

　
13
時
〜
15
時

◇
会
場
　
町
民
セ
ン
タ
ー 

　
２
階
　
第
３
会
議
室

◇
相
談
内
容

  

成
年
後
見
、
相
続
、
遺
言
等

◇
費
用　

無
料

◇
申
し
込
み
　
不
要

■
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
課
☎
内
線
２
３
５
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連

　載

　児
童
扶
養
手
当
と
は

　
離
婚
・
死
亡
な
ど
の
理
由

に
よ
り
、
母
子
ま
た
は
父
子

家
庭
と
な
っ
た
世
帯
な
ど
に

対
し
て
、
生
活
の
安
定
と
自

立
を
促
す
た
め
に
支
給
さ
れ

る
も
の
で
す
。

　
18
歳
に
達
す
る
日
以
後
の

最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間

に
あ
る
児
童
(
中
程
度
以
上

の
障
が
い
の
状
態
に
あ
る
場

合
は
20
歳
未
満
)
を
育
て
て

い
る
父
母
、
あ
る
い
は
父
母

に
代
わ
り
養
育
し
て
い
る
人

が
受
け
取
れ
ま
す
。

特
別
児
童
扶
養
手
当
と
は

　
知
的
障
が
い
ま
た
は
身
体

障
が
い
の
状
態
に
あ
る
20
歳

未
満
の
児
童
を
養
育
し
て
い

る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

※

両
手
当
と
も
、
受
給
者
、

　
配
偶
者
お
よ
び
扶
養
義
務

　
者
の
前
年
の
所
得
に
よ
り
、

　
支
給
が
制
限
さ
れ
ま
す
。

　
受
給
者
と
同
住
所
に
居
住

　
し
て
い
る
場
合
、
「
扶
養

　
義
務
者
」
と
し
て
取
り
扱

　
い
ま
す
。

す
で
に
手
当
を
受
給
し
て
い

る
人
は
、
現
況
届
(
所
得
状
況

届
)の
提
出
を
！

　
毎
年
８
月
に
養
育
状
況
や

前
年
の
所
得
な
ど
を
記
載
し
、

引
き
続
き
受
給
す
る
要
件
が

あ
る
か
を
確
認
し
ま
す
。

　
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
は

現
況
届
、
特
別
児
童
扶
養
手

当
受
給
者
は
所
得
状
況
届
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の

届
け
出
が
な
い
と
受
給
資
格

が
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※

児
童
扶
養
手
当
受
給
開
始

　
よ
り
５
年
以
上
経
過
し
た

　
人
は
、
別
に
書
類
が
必
要

　
で
す
。

そ
の
他
の
届
け
出
に
つ
い
て

　
住
所
、
氏
名
、
世
帯
構
成
、

金
融
機
関
な
ど
に
変
更
が

あ
っ
た
と
き
は
必
ず
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
課
☎
内
線
２
３
３
　

〜
あ
な
た
の
悩
み
を
聞
か
せ

　
て
ね
〜

◇
実
施
期
間
　

　
８
月
21
日
㈬
〜
27
日
㈫

　
ま
で
の
７
日
間

◇
受
付
時
間
　

　
８
時
30
分
か
ら
19
時
ま
で

(
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
は
、

　
10
時
か
ら
17
時
ま
で
)

◇
実
施
方
法
　
　

⑴
こ
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

☎
０
１
２
０
・
０
０
７

　
・
１
１
０(

通
話
料
無
料)

⑵
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
じ
ん
け
ん
相
談

　
検
索
Ｉ
Ｄ
　

　
＠linejinkensoudan

■
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
課
☎
内
線
２
３
５

　
毎
年
、
「
敬
老
の
日
」
に

ち
な
み
、
結
婚
50
年
(
金
婚

式
)
を
迎
え
ら
れ
た
ご
夫
婦

に
記
念
品
を
お
贈
り
し
て
い

ま
す
。

◇
対
象
　

　
令
和
６
年
９
月
15
日
現
在
、

　
１
年
以
上
真
鶴
町
に
お
住

　
ま
い
で
、
昭
和
48
年
９
月

　
16
日
か
ら
昭
和
49
年
９
月

　
15
日
の
間
に
ご
結
婚
さ
れ

　
た
ご
夫
婦
。

◇
申
込
方
法
　
８
月
23
日
㈮

　
ま
で
に
申
込
用
紙
に
必
要

　
事
項
を
記
入
し
、
健
康
長

　
寿
課
へ
申
し
込
み
。

(
土
日
祝
を
除
く
)

■
問
い
合
わ
せ

　
健
康
長
寿
課
☎
内
線
２
２
３

　
有
効
期
限
が
満
了
し
た
限

度
額
適
用
認
定
証
を
お
持
ち

の
方
で
、
引
き
続
き
８
月
以

降
の
認
定
証
の
交
付
を
希
望

さ
れ
る
方
は
申
請
が
必
要
で

す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に

健
康
保
険
証
の
利
用
登
録
を

し
て
い
る
場
合
、
マ
イ
ナ
保

険
証
を
利
用
す
れ
ば
、
事
前

の
手
続
き
な
く
、
高
額
療
養

費
制
度
に
お
け
る
限
度
額
を

超
え
る
支
払
い
(
医
療
機
関

ご
と
の
窓
口
で
の
お
支
払

い
)
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
限

度
額
適
用
認
定
証
の
事
前
申

請
は
不
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

マ
イ
ナ
保
険
証
を
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
健
康
長
寿
課
☎
内
線
２
２
５

　
引
っ
越
し
、
倉
庫
な
ど
の

清
掃
、
庭
木
の
剪
定
な
ど
で

一
度
に
大
量
に
出
る
ご
み
に

つ
い
て
は
、
ご
本
人
ま
た
は

家
族
の
か
た
が
直
接
、
美
化

セ
ン
タ
ー
に
搬
入
す
る
か
、

町
が
許
可
し
た
一
般
廃
棄
物

処
理
業
許
可
業
者
に
依
頼
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
廃
棄

物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す

る
法
律
に
よ
り
、
一
般
廃
棄

物
処
理
業
の
許
可
が
な
い
と

他
人
の
一
般
廃
棄
物
を
運
搬

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
税
務
町
民
課
☎
内
線
２
４
３

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童

扶
養
手
当
の
現
況
届
を

提
出
し
ま
し
ょ
う
！

全
国
一
斉
「子
ど
も
の

人
権
相
談
」強
化
週
間

金
婚
式
記
念
品
を

贈
呈
し
ま
す 

限
度
額
適
用
認
定
証
の
更
新

に
つ
い
て
(国
民
健
康
保
険
)

一
度
に
大
量
に
ご
み
を

出
す
と
き
は
！

子
育
て
学
級

　第
２
回
・３
回

　

親
子
わ
ら
べ
う
た

 

第
33
回
真
鶴
町
絵
画

コ
ン
ク
ー
ル
展
作
品
募
集

第
43
回
青
色
申
告
・
小
学
生

の
税
の
書
道
展

　作
品
募
集

行
政
書
士
の
無
料
相
談
会
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連

　載

　
絵
本
作
家
・
原
田
み
ど
り

氏
よ
り
、
令
和
３
年
度
か
ら

３
年
続
け
て
「
ふ
わ
ふ
わ
の

く
ま
」
の
絵
本
を
ご
寄
贈
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
ふ
わ
ふ
わ
の
く
ま:

真

鶴
」
は
、
桜
満
開
の
荒
井
城

址
公
園
、
岩
海
岸
、
真
鶴
港
、

三
ツ
石
な
ど
、
真
鶴
を
代
表

す
る
ス
ポ
ッ
ト
を
『
ふ
わ
ふ

わ
の
く
ま
』
た
ち
が
散
策
し

ま
す
。
台
詞
の
な
い
絵
本
が
、

読
む
人
の
想
像
力
を
か
き
た

て
る
作
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
５
月
に
は
パ
ネ
ル

絵
の
「
真
鶴
港
」
と
「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
真
鶴
」
の
２
作

品
を
真
鶴
町
へ
寄
贈
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
絵
本
と
パ
ネ
ル
絵
は
、
町

民
セ
ン
タ
ー
２
階
、
教
育
委

員
会
前
の
展
示
ス
ペ
ー
ス
に

展
示
し
て
い
ま
す
。
絵
本
は

手
に
取
っ
て
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
館
い
た
だ

き
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
教
育
課
☎
内
線
４
３
４

　
８
月
６
日
は
広
島
市
に
、

９
日
は
長
崎
市
に
原
爆
が
投

下
さ
れ
た
日
で
す
。
ま
た
、

15
日
は
終
戦
の
日
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
日
に
は
、
原
爆

や
戦
争
に
よ
る
犠
牲
者
の
ご

冥
福
と
世
界
恒
久
平
和
を
祈

る
た
め
、
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら

し
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
さ

ま
も
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
や
家

庭
な
ど
で
１
分
間
の
黙
と
う

を
お
願
い
し
ま
す
。
　

◇
日
時

【
広
島
原
爆
の
日
】

　
８
月
６
日
㈫
　
８
時
15
分

【
長
崎
原
爆
の
日
】 

　

　
８
月
９
日
㈮
　
11
時
２
分

【
終
戦
の
日
】

　
８
月
15
日
㈭
　
正
午

■
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
課
☎
内
線
２
３
７

　
町
で
は
、
８
月
か
ら
「
全

国
家
計
構
造
調
査
」
を
実
施

し
ま
す
。

　
総
務
省
が
指
定
し
た
地
域

で
、
調
査
員
証
を
携
帯
し
た

調
査
員
が
無
作
為
に
抽
出
さ

れ
た
世
帯
を
訪
問
し
ま
す
の

で
、
調
査
へ
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

◇
調
査
の
目
的

　
家
計
に
お
け
る
消
費
、
所

　
得
、
資
産
お
よ
び
負
債
の

　
実
態
を
総
合
的
に
把
握
し
、

　
世
帯
の
所
得
分
布
お
よ
び

　
消
費
の
水
準
、
構
造
等
を

　
全
国
的
お
よ
び
地
域
別
に

　
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目

　
的
と
す
る
調
査
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

　
政
策
推
進
課
☎
内
線
３
１
３

　
真
鶴
町
中
学
生
グ
ロ
ー
バ

ル
人
材
育
成
事
業
と
し
て
、

今
年
度
は
東
京
グ
ロ
ー
バ
ル

ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
へ
の
語
学
研

修
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
日
常
生
活
の
様
々
な
場
面

や
体
験
的
な
活
動
の
中
で
、

英
語
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ

り
英
語
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
を
図
り

ま
す
。
講
師
の
方
々
が
楽
し

く
フ
レ
ン
ド
リ
ー
に
授
業
を

進
め
て
く
れ
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◇
日
時

　
12
月
26
日
㈭

　
10
時
〜
15
時

(
出
発
は
７
時
30
分
、
帰
着

　
は
17
時
を
予
定
)

◇
研
修
先

　
東
京
グ
ロ
ー
バ
ル
ゲ
ー
ト

　
ウ
ェ
イ
(
東
京
都
江
東
区

　
青
海
２-

４-

32
Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｅ

　
ビ
ル
１
〜
３
階)

◇
応
募
対
象

　
真
鶴
町
在
住
の
中
学
２
年
生

◇
応
募
方
法

　
教
育
委
員
会
で
配
付
す
る

　
指
定
の
参
加
申
込
書
に
必

　
要
事
項
を
記
入
し
、
教
育

　
委
員
会(

町
民
セ
ン
タ
ー

　
２
階)

に
提
出
し
て
く
だ

　
さ
い
。

◇
申
込
書
の
提
出
期
限

　
８
月
30
日
㈮ 

　※

期
限
厳
守

◇
参
加
費

　
１
０
０
０
円

◇
そ
の
他

　
詳
細
に
つ
い
て
は
別
に
お

　
配
り
す
る
募
集
要
項
を
ご

　
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　

　
教
育
課
☎
内
線
４
４
１
　

「ふわふわのくま 真鶴」表紙絵本作家　原田みどり氏

◆真鶴町役場　代表電話番号　0465-68-1131◆広報真鶴　2024年８月号 広報真鶴　2024年８月号

連

　載

　
小
田
原
歯
科
医
師
会
主
催

の
「
無
料
口
腔
が
ん
検
診
」

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

◇
日
時

　

①
９
月
26
日
㈭

②
10
月
31
日
㈭
　

　
13
時
〜
17
時(

両
日
と
も)

◇
会
場

　
小
田
原
市
休
日
急
患
歯
科

　
診
療
所
(
小
田
原
市
酒
匂

　
２-

32-

16
　
小
田
原
市
保

　
健
セ
ン
タ
ー
内
)

◇
定
員

　各
回
　
30
名
　

※

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

◇
申
込
方
法

　
ハ
ガ
キ
に
「
郵
便
番
号
・

　
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性

　
別
・
電
話
番
号
・
検
診
希

　
望
日
」
を
記
載
し
、
左
記

　
の
申
し
込
み
先
ま
で
送
付

　
し
て
く
だ
さ
い
。
　

※

８
月
21
日
㈬
必
着

■
申
し
込
み
・問
い
合
わ
せ

　
一
般
社
団
法
人
　
小
田
原

　
歯
科
医
師
会
　
事
務
局

　
〒
２
５
０—

０
８
７
５
　

　
小
田
原
市
南
鴨
宮
２—

27—

19

☎
０
４
６
５
・
49
・
１
３
１
１

◇
エ
イ
ズ
相
談
・検
査

　
８
月
21
日
㈬ 

　
９
時
〜
11
時

◇
骨
髄
ド
ナ
ー
登
録

　
８
月
６
日
㈫

　
11
時
受
付

◇
医
師
に
よ
る
精
神
保
健

 

福
祉
相
談　
　

　
　
　
　
　      

　
８
月
７
日
㈬
、
20
日
㈫
、

　
27
日
㈫
　

　
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

◇
医
師
に
よ
る
認
知
症
相
談

　
８
月
28
日
㈬

　
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

◇
療
育
歯
科
相
談

　
８
月
22
日
㈭

　
９
時
〜
15
時
30
分

■
申
し
込
み
・問
い
合
わ
せ

　

小
田
原
保
健
福
祉
事
務
所

☎
０
４
６
５
・
32
・
８
０
０
０

・
療
育
歯
科
相
談

(
内
線
３
２
３
８)

・
そ
の
他
の
相
談
と
検
査

(
内
線
３
２
４
８
)

※

前
日
ま
で
に
電
話
で
申
し

　
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
細
菌
が
原
因
と
な
る
食
中

毒
は
高
温
多
湿
の
時
期
に
多

く
発
生
し
ま
す
。

　
持
ち
帰
り
(
テ
イ
ク
ア
ウ

ト
)
や
宅
配
(
出
前
)
食
品

は
、
店
内
で
の
飲
食
に
比
べ

て
調
理
か
ら
食
べ
る
ま
で
の

時
間
が
長
く
な
り
ま
す
。
す

み
や
か
に
食
べ
る
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

　
食
中
毒
菌
は
肉
眼
で
は
見

え
ず
、
食
品
に
菌
が
付
い
て

い
て
も
臭
い
・
味
・
色
は
変

わ
ら
な
い
こ
と
が
ほ
と
ん
ど

で
す
。
「
食
中
毒
予
防
の
３

原
則
」
を
守
り
、
食
中
毒
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

【食
中
毒
予
防
の
３
原
則
】

◇
原
則
１ 

細
菌
を
つ
け
な
い

　
調
理
の
前
、
生
も
の
な
ど

　
を
さ
わ
っ
た
後
、
ト
イ
レ

　
の
後
な
ど
は
、
手
を
よ
く

　
洗
い
ま
し
ょ
う
。

　
肉
や
魚
を
保
存
す
る
と
き

　
は
、
他
の
食
品
に
ふ
れ
な

　
い
よ
う
、
ラ
ッ
プ
な
ど
に

　
包
ん
で
保
存
し
ま
し
ょ
う
。

　
包
丁
や
ま
な
板
は
、
肉
用
、

　
魚
用
、
野
菜
用
な
ど
に
分

　
け
て
使
い
ま
し
ょ
う
。

◇
原
則
２ 

細
菌
を
増
や
さ
な
い

　
傷
み
や
す
い
食
品
は
室
内

　
に
放
置
せ
ず
、
冷
蔵
庫
ま

　
た
は
冷
凍
庫
に
保
存
し
ま

　
し
ょ
う
。

　
調
理
し
た
食
品
は
早
め
に

　
食
べ
ま
し
ょ
う
。

◇
原
則
３ 

細
菌
を
や
っ
つ
け
る

　
加
熱
調
理
を
す
る
食
品
は 

　
中
心
部
ま
で
十
分
に
火
を

　
通
し
、
特
に
お
肉
は
生
で

　
食
べ
な
い
よ
う
に
し
ま
　

　
し
ょ
う
。

　
ふ
き
ん
や
ま
な
板
な
ど
の

　
調
理
器
具
は
よ
く
洗
い
、

　
定
期
的
に
消
毒
し
ま
し
ょ

　
う
。

■
問
い
合
わ
せ

　
小
田
原
保
健
福
祉
事
務
所

　
食
品
衛
生
課
　

☎
０
４
６
５
・
32
・
８
０
０
０

　
平
成
31
年
４
月
か
ら
、
出

産
前
後
期
間
の
国
民
年
金
保

険
料
が
免
除
さ
れ
る
制
度
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　
出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産

日
が
属
す
る
月
の
前
月
か
ら

４
か
月
間
の
国
民
年
金
保
険

料
が
免
除
に
な
り
ま
す
。

　
届
出
は
、
出
産
予
定
日
の

６
か
月
前
か
ら
可
能
で
す
の

で
、
お
早
め
の
届
出
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
届
出
の
用
紙
は
、
日
本
年

金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(http://www.nenkin.go

.
j
p

)
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。
ま
た
、
税
務
町

民
課
の
窓
口
、
年
金
事
務
所

に
も
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す

の
で
、
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

・
税
務
町
民
課

☎
内
線
２
４
２
・
２
４
４

・
小
田
原
年
金
事
務
所
　

☎
０
４
６
５
・
22
・
１
３
９
１

・
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
　

☎
０
５
７
０
・
05
・
１
１
６
５

(
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
)

無
料
口
腔
が
ん
検
診
の

お
知
ら
せ

小
田
原
保
健
福
祉
事
務
所

の
相
談
と
検
査

食
中
毒
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

戦
没
者
・
原
爆
死
没
者
の

慰
霊
と
世
界
恒
久
平
和

祈
念
の
黙
と
う
に
つ
い
て

真
鶴
町
中
学
生
グ
ロ
ー
バ
ル

人
材
育
成
事
業
参
加
者
募
集

絵
本
お
よ
び
パ
ネ
ル
絵
を

寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

出
産
前
後
の
国
民
年
金
保

険
料
が
免
除
に
な
り
ま
す

全
国
家
計
構
造
調
査

国 民
年 金
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連

　載

　
絵
本
作
家
・
原
田
み
ど
り

氏
よ
り
、
令
和
３
年
度
か
ら

３
年
続
け
て
「
ふ
わ
ふ
わ
の

く
ま
」
の
絵
本
を
ご
寄
贈
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
ふ
わ
ふ
わ
の
く
ま:

真

鶴
」
は
、
桜
満
開
の
荒
井
城

址
公
園
、
岩
海
岸
、
真
鶴
港
、

三
ツ
石
な
ど
、
真
鶴
を
代
表

す
る
ス
ポ
ッ
ト
を
『
ふ
わ
ふ

わ
の
く
ま
』
た
ち
が
散
策
し

ま
す
。
台
詞
の
な
い
絵
本
が
、

読
む
人
の
想
像
力
を
か
き
た

て
る
作
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
５
月
に
は
パ
ネ
ル

絵
の
「
真
鶴
港
」
と
「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
真
鶴
」
の
２
作

品
を
真
鶴
町
へ
寄
贈
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
絵
本
と
パ
ネ
ル
絵
は
、
町

民
セ
ン
タ
ー
２
階
、
教
育
委

員
会
前
の
展
示
ス
ペ
ー
ス
に

展
示
し
て
い
ま
す
。
絵
本
は

手
に
取
っ
て
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
館
い
た
だ

き
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
教
育
課
☎
内
線
４
３
４

　
８
月
６
日
は
広
島
市
に
、

９
日
は
長
崎
市
に
原
爆
が
投

下
さ
れ
た
日
で
す
。
ま
た
、

15
日
は
終
戦
の
日
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
日
に
は
、
原
爆

や
戦
争
に
よ
る
犠
牲
者
の
ご

冥
福
と
世
界
恒
久
平
和
を
祈

る
た
め
、
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら

し
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
さ

ま
も
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
や
家

庭
な
ど
で
１
分
間
の
黙
と
う

を
お
願
い
し
ま
す
。
　

◇
日
時

【
広
島
原
爆
の
日
】

　
８
月
６
日
㈫
　
８
時
15
分

【
長
崎
原
爆
の
日
】 

　

　
８
月
９
日
㈮
　
11
時
２
分

【
終
戦
の
日
】

　
８
月
15
日
㈭
　
正
午

■
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
課
☎
内
線
２
３
７

　
町
で
は
、
８
月
か
ら
「
全

国
家
計
構
造
調
査
」
を
実
施

し
ま
す
。

　
総
務
省
が
指
定
し
た
地
域

で
、
調
査
員
証
を
携
帯
し
た

調
査
員
が
無
作
為
に
抽
出
さ

れ
た
世
帯
を
訪
問
し
ま
す
の

で
、
調
査
へ
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

◇
調
査
の
目
的

　
家
計
に
お
け
る
消
費
、
所

　
得
、
資
産
お
よ
び
負
債
の

　
実
態
を
総
合
的
に
把
握
し
、

　
世
帯
の
所
得
分
布
お
よ
び

　
消
費
の
水
準
、
構
造
等
を

　
全
国
的
お
よ
び
地
域
別
に

　
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目

　
的
と
す
る
調
査
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

　
政
策
推
進
課
☎
内
線
３
１
３

　
真
鶴
町
中
学
生
グ
ロ
ー
バ

ル
人
材
育
成
事
業
と
し
て
、

今
年
度
は
東
京
グ
ロ
ー
バ
ル

ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
へ
の
語
学
研

修
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
日
常
生
活
の
様
々
な
場
面

や
体
験
的
な
活
動
の
中
で
、

英
語
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ

り
英
語
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
を
図
り

ま
す
。
講
師
の
方
々
が
楽
し

く
フ
レ
ン
ド
リ
ー
に
授
業
を

進
め
て
く
れ
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◇
日
時

　
12
月
26
日
㈭

　
10
時
〜
15
時

(
出
発
は
７
時
30
分
、
帰
着

　
は
17
時
を
予
定
)

◇
研
修
先

　
東
京
グ
ロ
ー
バ
ル
ゲ
ー
ト

　
ウ
ェ
イ
(
東
京
都
江
東
区

　
青
海
２-

４-

32
Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｅ

　
ビ
ル
１
〜
３
階)

◇
応
募
対
象

　
真
鶴
町
在
住
の
中
学
２
年
生

◇
応
募
方
法

　
教
育
委
員
会
で
配
付
す
る

　
指
定
の
参
加
申
込
書
に
必

　
要
事
項
を
記
入
し
、
教
育

　
委
員
会(

町
民
セ
ン
タ
ー

　
２
階)

に
提
出
し
て
く
だ

　
さ
い
。

◇
申
込
書
の
提
出
期
限

　
８
月
30
日
㈮ 

　※

期
限
厳
守

◇
参
加
費

　
１
０
０
０
円

◇
そ
の
他

　
詳
細
に
つ
い
て
は
別
に
お

　
配
り
す
る
募
集
要
項
を
ご

　
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　

　
教
育
課
☎
内
線
４
４
１
　

「ふわふわのくま 真鶴」表紙絵本作家　原田みどり氏

◆真鶴町役場　代表電話番号　0465-68-1131◆広報真鶴　2024年８月号 広報真鶴　2024年８月号

連

　載

　
小
田
原
歯
科
医
師
会
主
催

の
「
無
料
口
腔
が
ん
検
診
」

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

◇
日
時

　

①
９
月
26
日
㈭

②
10
月
31
日
㈭
　

　
13
時
〜
17
時(

両
日
と
も)

◇
会
場

　
小
田
原
市
休
日
急
患
歯
科

　
診
療
所
(
小
田
原
市
酒
匂

　
２-

32-

16
　
小
田
原
市
保

　
健
セ
ン
タ
ー
内
)

◇
定
員

　各
回
　
30
名
　

※

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

◇
申
込
方
法

　
ハ
ガ
キ
に
「
郵
便
番
号
・

　
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性

　
別
・
電
話
番
号
・
検
診
希

　
望
日
」
を
記
載
し
、
左
記

　
の
申
し
込
み
先
ま
で
送
付

　
し
て
く
だ
さ
い
。
　

※

８
月
21
日
㈬
必
着

■
申
し
込
み
・問
い
合
わ
せ

　
一
般
社
団
法
人
　
小
田
原

　
歯
科
医
師
会
　
事
務
局

　
〒
２
５
０—

０
８
７
５
　

　
小
田
原
市
南
鴨
宮
２—

27—

19

☎
０
４
６
５
・
49
・
１
３
１
１

◇
エ
イ
ズ
相
談
・検
査

　
８
月
21
日
㈬ 

　
９
時
〜
11
時

◇
骨
髄
ド
ナ
ー
登
録

　
８
月
６
日
㈫

　
11
時
受
付

◇
医
師
に
よ
る
精
神
保
健

 

福
祉
相
談　
　

　
　
　
　
　      

　
８
月
７
日
㈬
、
20
日
㈫
、

　
27
日
㈫
　

　
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

◇
医
師
に
よ
る
認
知
症
相
談

　
８
月
28
日
㈬

　
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

◇
療
育
歯
科
相
談

　
８
月
22
日
㈭

　
９
時
〜
15
時
30
分

■
申
し
込
み
・問
い
合
わ
せ

　

小
田
原
保
健
福
祉
事
務
所

☎
０
４
６
５
・
32
・
８
０
０
０

・
療
育
歯
科
相
談

(
内
線
３
２
３
８)

・
そ
の
他
の
相
談
と
検
査

(
内
線
３
２
４
８
)

※

前
日
ま
で
に
電
話
で
申
し

　
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
細
菌
が
原
因
と
な
る
食
中

毒
は
高
温
多
湿
の
時
期
に
多

く
発
生
し
ま
す
。

　
持
ち
帰
り
(
テ
イ
ク
ア
ウ

ト
)
や
宅
配
(
出
前
)
食
品

は
、
店
内
で
の
飲
食
に
比
べ

て
調
理
か
ら
食
べ
る
ま
で
の

時
間
が
長
く
な
り
ま
す
。
す

み
や
か
に
食
べ
る
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

　
食
中
毒
菌
は
肉
眼
で
は
見

え
ず
、
食
品
に
菌
が
付
い
て

い
て
も
臭
い
・
味
・
色
は
変

わ
ら
な
い
こ
と
が
ほ
と
ん
ど

で
す
。
「
食
中
毒
予
防
の
３

原
則
」
を
守
り
、
食
中
毒
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

【食
中
毒
予
防
の
３
原
則
】

◇
原
則
１ 

細
菌
を
つ
け
な
い

　
調
理
の
前
、
生
も
の
な
ど

　
を
さ
わ
っ
た
後
、
ト
イ
レ

　
の
後
な
ど
は
、
手
を
よ
く

　
洗
い
ま
し
ょ
う
。

　
肉
や
魚
を
保
存
す
る
と
き

　
は
、
他
の
食
品
に
ふ
れ
な

　
い
よ
う
、
ラ
ッ
プ
な
ど
に

　
包
ん
で
保
存
し
ま
し
ょ
う
。

　
包
丁
や
ま
な
板
は
、
肉
用
、

　
魚
用
、
野
菜
用
な
ど
に
分

　
け
て
使
い
ま
し
ょ
う
。

◇
原
則
２ 

細
菌
を
増
や
さ
な
い

　
傷
み
や
す
い
食
品
は
室
内

　
に
放
置
せ
ず
、
冷
蔵
庫
ま

　
た
は
冷
凍
庫
に
保
存
し
ま

　
し
ょ
う
。

　
調
理
し
た
食
品
は
早
め
に

　
食
べ
ま
し
ょ
う
。

◇
原
則
３ 

細
菌
を
や
っ
つ
け
る

　
加
熱
調
理
を
す
る
食
品
は 

　
中
心
部
ま
で
十
分
に
火
を

　
通
し
、
特
に
お
肉
は
生
で

　
食
べ
な
い
よ
う
に
し
ま
　

　
し
ょ
う
。

　
ふ
き
ん
や
ま
な
板
な
ど
の

　
調
理
器
具
は
よ
く
洗
い
、

　
定
期
的
に
消
毒
し
ま
し
ょ

　
う
。

■
問
い
合
わ
せ

　
小
田
原
保
健
福
祉
事
務
所

　
食
品
衛
生
課
　

☎
０
４
６
５
・
32
・
８
０
０
０

　
平
成
31
年
４
月
か
ら
、
出

産
前
後
期
間
の
国
民
年
金
保

険
料
が
免
除
さ
れ
る
制
度
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　
出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産

日
が
属
す
る
月
の
前
月
か
ら

４
か
月
間
の
国
民
年
金
保
険

料
が
免
除
に
な
り
ま
す
。

　
届
出
は
、
出
産
予
定
日
の

６
か
月
前
か
ら
可
能
で
す
の

で
、
お
早
め
の
届
出
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
届
出
の
用
紙
は
、
日
本
年

金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(http://www.nenkin.go

.
j
p

)
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。
ま
た
、
税
務
町

民
課
の
窓
口
、
年
金
事
務
所

に
も
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す

の
で
、
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

・
税
務
町
民
課

☎
内
線
２
４
２
・
２
４
４

・
小
田
原
年
金
事
務
所
　

☎
０
４
６
５
・
22
・
１
３
９
１

・
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
　

☎
０
５
７
０
・
05
・
１
１
６
５

(
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
)

無
料
口
腔
が
ん
検
診
の

お
知
ら
せ

小
田
原
保
健
福
祉
事
務
所

の
相
談
と
検
査

食
中
毒
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

戦
没
者
・
原
爆
死
没
者
の

慰
霊
と
世
界
恒
久
平
和

祈
念
の
黙
と
う
に
つ
い
て

真
鶴
町
中
学
生
グ
ロ
ー
バ
ル

人
材
育
成
事
業
参
加
者
募
集

絵
本
お
よ
び
パ
ネ
ル
絵
を

寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

出
産
前
後
の
国
民
年
金
保

険
料
が
免
除
に
な
り
ま
す

全
国
家
計
構
造
調
査

国 民
年 金
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町
内
の
高
校
生
が
真
鶴
土
産
に

向
け
た
試
食
会
を
開
催

　
真
鶴
町
在
住
の
高
校
生
、
森

花
菜
さ
ん
が
、
真
鶴
町
の
新
し

い
お
土
産
を
開
発
し
よ
う
と
、

和
菓
子
作
り
に
挑
戦
中
で
す
。

　
三
ツ
石
海
岸
に
伝
わ
る
昔
話

「
ぼ
ん
ぼ
ん
鮫
」
の
伝
説
に
着

想
を
得
て
、
つ
り
が
ね
型
の
最

中
の
皮
に
、
サ
メ
型
の
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
と
餡
子
を
自
分
で
詰
め

て
食
べ
る
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な

お
菓
子
。

　
商
品
化
を
目
指
し
て
、
こ
の

８
月
か
ら
町
内
の
飲
食
店
に
て

試
験
的
に
提
供
が
始
ま
り
ま
す
。

　
ま
た
、
そ
の
お
披
露
目
と
し

て
８
月
５
日
㈪
に
は
真
鶴
漁
港

前
の｢

ぺ
ぺ
コ
ー
ヒ
ー｣

に
て
、

｢

ぼ
ん
ぼ
ん
鮫
最
中
試
食
会｣

を

行
い
ま
す
。
お
試
し
価
格
で
体

験
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

◇
日
時 

　
８
月
５
日
㈪

　
11
時
〜
17
時 

◇
会
場 

ぺ
ぺ
コ
ー
ヒ
ー 

■
問
い
合
わ
せ 

　
森
花
菜

hananafish1009@gmail.com

真
鶴
歌
声
の
会 

８
月
の
お
知
ら
せ

　
ピ
ア
ノ
と
ギ
タ
ー
の
生
伴
奏

で
、
唱
歌
や
歌
謡
曲
な
ど
を
元

気
に
歌
い
ま
し
ょ
う
。

◇
日
時
　

　
８
月
８
日
㈭

　
10
時
〜
11
時
30
分

(
受
付
９
時
40
分
〜
)

◇
場
所
　

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
真
鶴 

２
階

◇
会
費
　
５
０
０
円

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
事
前
予
約
制

　
お
電
話
で
真
鶴
歌
声
の
会
　

☎
０
８
０
・
１
１
３
８
・
５
３
１
７ 

　
ミ
ヤ
ザ
ワ
ま
で

２
０
２
４
あ
し
が
ら
ア
ー
ト
の

森w
ith

森
の
大
地
祭
「
世
界
は

一
つ
の
美
術
展
」作
品
募
集

　
　
次
の
い
ず
れ
か
の
平
面
作
品

を
募
集
し
ま
す
。

①
個
人
参
加
の
部

　
５
〜
15
歳
ま
で
の
子
ど
も
が

　
描
い
た
作
品

②
家
族
参
加
の
部

　
共
同
制
作
ま
た
は
家
族
の
絵

　
を
集
め
た
作
品

◇
募
集
期
間

　
９
月
２
日
㈪
〜
10
月
11
日
㈮

◇
用
紙
に
つ
い
て

　
４
つ
切
り
ま
で

※

共
同
制
作
は
模
造
紙
の
大
き

　
さ
ま
で
。

※

必
ず
子
ど
も
が
１
名
入
る
こ

　
と
。

◇
賞
に
つ
い
て

　
入
賞
数
24
点
、
佳
作
60
〜
70
点

　
入
賞
作
品
は
切
手
に
な
り
ま

　
す
。

◇
出
品
方
法

　
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
応
募
票

　
ま
た
は
作
品
裏
面
に
住
所
・

　
氏
名
・
年
齢
・
題
名
・
返
却

　
希
望
の
有
無
を
記
入
し
郵
送
。

◇
作
品
の
返
却

　
原
則
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

※

返
却
希
望
の
場
合
は
着
払
い

◇
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
先

「
あ
し
が
ら
ア
ー
ト
の
森
」
で

　
検
索

◇
郵
送
先  

〒
２
５
０-

０
１
０
５ 

　
南
足
柄
市
関
本
１
５
６

　
南
足
柄
郵
便
局
留
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ

　
法
人
あ
し
が
ら
ア
ー
ト
の
　

　
森
」
宛

■
問
い
合
わ
せ

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
し
が
ら

　
ア
ー
ト
の
森
代
表
　
中
野

☎
０
９
０
・
５
７
６
１
・
５
５
４
８

第
20
回
真
鶴
空
き
家
勉
強
会

　
真
鶴
空
き
家
勉
強
会
、
コ
ツ

コ
ツ
続
け
て
20
回
目
を
迎
え
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

◇
テ
ー
マ

「
空
き
家
に
し
な
い
た
め
の
５
つ

　の
方
法
」

　
昨
年
「
家
族
信
託
」
を
テ
ー

マ
に
こ
の
勉
強
会
で
お
話
し
て

く
だ
さ
っ
た
長
尾
さ
ん
を
お
招

き
し
ま
す
。

　
今
回
は
空
き
家
に
な
っ
て
し

ま
う
原
因
と
そ
の
対
策
を
行
政

書
士
と
不
動
産
屋
の
両
方
の
視

点
か
ら
お
話
い
た
だ
き
ま
す
。

◇
日
時
　

　
８
月
24
日
㈯

　
10
時
〜
12
時

◇
場
所
　

　
情
報
セ
ン
タ
ー
　
１
階

◇
協
力

　

 

　
長
尾
影
正
さ
ん

(
行
政
書
士
・
宅
地
建
物
取
引

　
士
)

◇
参
加
費
　

　
５
０
０
円
(
お
茶
付
)

◇
申
し
込
み
　
不
要

◇
主
催
　

　
真
鶴
空
き
家
勉
強
会

　
チ
ー
ム
(
有
志
団
体
)

■
問
い
合
わ
せ

☎
０
９
０
・
２
６
３
１
・

　
９
４
１
８
(
藤
井
)

　

インスタグラムは
こちら

◆真鶴町役場　代表電話番号　0465-68-1131◆広報真鶴　2024年８月号 広報真鶴　2024年８月号
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、
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の
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を
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し
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と
、

和
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子
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り
に
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で
す
。

　
三
ツ
石
海
岸
に
伝
わ
る
昔
話

「
ぼ
ん
ぼ
ん
鮫
」
の
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説
に
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想
を
得
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、
つ
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が
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の
最

中
の
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、
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の
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と
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を
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で
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と
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商
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を
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、
こ
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の
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に
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が
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す
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、
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日
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に
は
真
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漁
港

前
の｢

ぺ
ぺ
コ
ー
ヒ
ー｣

に
て
、

｢

ぼ
ん
ぼ
ん
鮫
最
中
試
食
会｣

を

行
い
ま
す
。
お
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し
価
格
で
体

験
で
き
ま
す
の
で
、
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し
く
だ
さ
い
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日
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日
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〜
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時 
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ぺ
コ
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ヒ
ー 
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問
い
合
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せ 
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hananafish1009@gmail.com

真
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歌
声
の
会 

８
月
の
お
知
ら
せ

　
ピ
ア
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と
ギ
タ
ー
の
生
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奏

で
、
唱
歌
や
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な
ど
を
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ま
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30
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ま
で
。
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が
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入
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入
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、
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点
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切
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迎
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。
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た
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。
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。
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０
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※
６
月
１
日
〜
６
月
30
日
受
付
分
の
掲
載
了
承
者

　
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。
(
敬
称
略
)

公共施設８月の休館

まなづる図書館まなづる図書館 ☎６８-６３２６☎６８-６３２６

真鶴地域情報センター真鶴地域情報センター

町民センター町民センター ☎内線４４０☎内線４４０

☎６８-１１１１☎６８-１１１１
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ま
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村
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逝
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５日(月)、13日(火)、19日(月)、26日(月)

OSU
SUME

５日(月)、12日(月)、19日(月)、26日(月)
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で
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あ
を

て

や
ま
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な
れ

ほ

い
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ん 

し 

ろ

え 
 

せ

ま 

な 

か

心理学の学校
横田　正夫/監修

新 着 本

◆広告募集！　問い合わせは、町長室　☎内線３１4

　心理学って何をするの？人の心や行動は

あやつれるの？人の心を科学的に分析する

学問「心理学」について、イラストや豆知

識、関連情報を交えてやさしく解説する。

《一般書》
■平家物語解剖図鑑　　　　　     野中 哲照/著
■室町ワンダーランド　　　　     清水 克行/著
■地図でスッと頭に入る世界経済　 蔭山 克秀/著　　　　
■ときを感じる　お宿図鑑　　　　　　　
                         ときやど　吉宮 晴紀/著
■神社建築のスゴイひみつ図鑑　　　　　
                              スタジオワーク/著
■英国流アフタヌーンティー・バイブル　
                                    藤枝 理子/著
■早回し全歴史　　　　 
       デイヴィッド・ベイカー/著,御立 英史/訳
■和のふるまい　言葉事典　　     柾木 良子/著
■漢字を極める！古文書解読ことはじめ　
                                    小林 正博/著
■遺伝子からたどる日本の歴史と起源　　
                                   杉田　繁夫/著
■取り急ぎ、パソコン仕事の基本だけ教えてくだ
  さい！　　　                  大林 ひろこ/著
■アニメオタクの一級建築士が建築の面白さを徹
  底解剖する本。 NoMaDoS/著,吉川 尚哉/イラスト

《児童書》
■美味しくきれいに魚のたべかたずかん1,2,3　　　　　
                                 小倉 朋子/監修
■心理学の学校　　　　　　　　横田 正夫/監修
■漢字なりたち絵本　　　　　　　谷山 彩子/作
■かんばんのないコーヒーや 
                             かめおか あきこ/作
■できあがり　
              彦坂 有紀/さく,もりといずみ/さく
■もののけdiary　　京極 夏彦/文,石黒亜矢子/絵
■エリック・カールのグリムどうわ　　
            エリック・カール再話/絵,木坂 涼/訳
■もしもミツバチが世界から消えてしまったら　　　　　　　　
        　　　　　　 有沢 重雄/著,中村 純/監修

15時
まで

土曜）午後３時まで受診可

読まなくなった本や雑誌等、
少しでも出張買い取りします！

全国古書籍商組合連合会加盟

レコード、ＣＤ、ＤＶＤ、古写真、観光土産の絵葉書や
雑貨なども歓迎！処分する前にご相談下さい。

真鶴１８９３ー２１　加藤
電話　０９０ -９６７９ -１７８２

小田原百貨店　真鶴店

営業時間：午前９時から午後８時まで　※変更の場合あり

真鶴町真鶴２９４-３　　　０４６５-６９-１８８８

おかげさまで20周年！

３日(土)10日(土)15日(木)24日(土)31日(土) 優待５倍デー

定休日：なし

詳細は、役場町長室へ

広報に広告を掲載しませんか？

施設・店舗に関する情報やスタッフ募集

など、掲載内容については町役場まで

お気軽にご相談ください！

☎内線３１４

　広告募集

うに清スタッフ募集
勤務内容：・厨房係（洗い場ほか）
　　　　　・お座敷係
勤務時間：午前９時～午後５時
　　　　　※応相談（平日または土日だけでも勤務可能）
時　　給：平日1,112円　土日・祝日1,390円
問い合わせ　真鶴町真鶴１１６１－７
　　　　　　　０４６５-６８-１２７６

磯の味

学生さん、大歓迎！

今 月 の お す す め

※７月から､随時入っています｡
  便利なインターネット予約をご利用ください｡
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土

町の位置：東経139度8分14秒、北緯35度9分30秒（国土地理院より）
町の面積：7.05㎢

真
鶴

町
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
h

ttp
://w

w
w

.to
w

n
.m

a
n

a
z
u

ru
.k

a
n

a
g

a
w

a
.jp

/
E

メ
ー

ル
 o

ffi
c
e

＠
to

w
n

.m
a
n

a
z
u

ru
.k

a
n

a
g

a
w

a
.jp

■
編

集
・発

行
　

真
鶴

町
 町

長
室

〒
2

5
9

-0
2

0
2
 神

奈
川

県
足

柄
下

郡
真

鶴
町

岩
2

4
4
番

地
の

１
T

E
L
.0

4
6

5
（6

8
）113

1 F
A

X
.0

4
6

5
（6

8
）5

119

今 月 の 納 期人口と世帯 令和６年７月１日現在
(住民基本台帳法による)

 男  3,094（－ 10  ）

 女 3,543（－  ５  ）

 計 6,637（－  15 ）

世帯 3,403（－　２ ）
（    ）内は前月比 ※税金などのお支払いは、口座振替を

　ご利用ください。

１人１日当たりのごみ排出量

今年６月分 1,068 g　

昨年６月分 1,338 g　

ごみの分別にご協力をお願いします

前年度比較　20．2％ 減　

月 火

住民相談/10:00～15:00/町民センター

木

はつらつ元気塾/10:00～11:30/町民センター

運動倶楽部/10:00～11:30/町民センター

月

新聞・雑紙

金

土

日

木

※下水道接続にご協力をお願いします。

火

木

月

金

土

日

木

水

金

土

日

金

土

日

水

火

月

火

月

水

木

水

金 夜間急患問い合わせ／ 

ビン・ペットボトル

可燃物

可燃物

可燃物

可燃物

ぼうさい まなづる　防災行政無線自動応答テレホンサービス
℡０４６５-６９-１８９０（通話料有料）

粗大･不燃物

可燃物

粗大･不燃物

可燃物

可燃物

休日・急患診療所／小田原市保健センター(℡0465-47-0823）
受付時間8：30～15：30

可燃物

可燃物

ビン・ペットボトル

布・ダンボール･紙パック

休日・急患診療所／小田原市保健センター(℡0465-47-0823）
受付時間8：30～15：30

休日・急患診療所／小田原市保健センター(℡0465-47-0823）
受付時間8：30～15：30

休日・急患診療所／小田原市保健センター(℡0465-47-0823）
受付時間8：30～15：30

湯河原消防署（℡0465-60-0119）

可燃物

カ ン

可燃物

可燃物

カ ン

新聞・雑紙

可燃物

生き活き健康相談/10:00～12:00/情報センター１階

8 月

親子教室/10:00～11:30/町民センター

公益社団法人コスモス成年後見サポートセンター小田原西地区無料相談会
/13:00～15:00/町民センター2階 第３会議室

育児セミナー/10:00～11:30/町民センター

おもちゃ病院/11:30～12:00/町民センター

すくすく子育て相談/予約制/町民センター

１歳６か月、３歳児健診
/13:00～13:20/町民センター

お達者教室/10:00～11:15/町民センター

地域サロン 真輪/10:00～11:30/町民センター

地域サロン 和楽/10:00～12:00/観光協会２階

地域サロン 和み/10:00～11:30/岩地区集会所

地域サロン にこにこ/10:00～12:00/町民センター

地域サロン きずな/10:00～12:00/旧保健センター

★中川一政美術館町民無料デー★ギャラリートーク/14:00～14:30

出張福祉相談会/10:00～12:00/町民センター

★中川一政美術館町民無料デー★ギャラリートーク/14:00～14:30

幼小中２学期始業式

まなづるオレンジカフェ/13:00～15:00/情報センター1階

町の保健室/10:00～15:00/情報センター１階

町の保健室/10:00～15:00/情報センター１階

町の保健室/10:00～15:00/情報センター１階

町の保健室/10:00～15:00/情報センター１階

★真鶴町 家庭の日★

★中川一政美術館町民無料デー★

真鶴なぶら市/10:00～13:00/真鶴港岸壁広場

町の保健室/10:00～15:00/情報センター１階

地域サロン 真輪/10:00～11:30/町民センター

岩海岸夏まつり/17:00～21:00/岩海岸（予備日４日）

町　県　民　税  （2期分） 9月2日
国民健康保険税　（5期分） 9月2日
介 護 保 険 料 （5期分） 9月2日
後期高齢者医療保険料　（2期分） 9月2日
上 下 水 道 料 （8月分） 8月31日


